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村
内
の
汚
泥
も
搬
出
先
で
堆
肥
化

ま
た
焼
却
灰
と
し
て
農
地
へ
還
元
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
８
月
５
日
に
汚

泥
を
採
取
し
検
査
を
行
な
っ
た
結
果
、

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
・
ヨ
ウ
素
は
検
出

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
検
査
は
随
時
実
施
す
る
予
定
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
建
設
課
　
上
下
水
道
係

電
話
　
66
―
２
１
１
１

＊
　
　
＊
　
　
＊

坂
井
ゆ
う
き
セ
ン
タ
ー
で
製
造

さ
れ
て
い
る
堆
肥
の
放
射
性
物

質
の
検
査
結
果
に
つ
い
て

　
坂
井
ゆ
う
き
セ
ン
タ
ー
で
製
造
さ

れ
て
い
る
堆
肥
に
つ
い
て
、
８
月
５

日
に
放
射
能
測
定
を
実
施
し
た
結
果
、

国
の
基
準
値
内
で
し
た
の
で
、
安
心

し
て
購
入
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
検
査
は
随
時
実
施
す
る
予
定
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
産
業
課
　
農
林
係

電
話
　
67
―
２
０
０
２

  

＊
　
　
＊
　
　
＊

下
水
処
理
施
設
で
発
生
す
る

汚
泥
の
放
射
性
物
質
の
検
査

結
果
に
つ
い
て

下
水
処
理
施
設
で
発
生
す
る
汚

泥
が
、
肥
料
化
さ
れ
農
地
へ
還
元
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
汚
泥
に
含
ま
れ
る

放
射
性
物
質
の
濃
度
が
県
内
に
お
い

て
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
日
程
・
場
所

　
●
開
設
日
（
３
地
区
同
日
）

　
　
10
月
３
日
　
月
曜
日

　
●
本
城
地
域

　
　
▽
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
農
事
研
修
室

　
　
▽
午
前
10
時
〜
12
時

　
●
坂
北
地
域

　
　
▽
坂
北
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
会
議
室（
社
協
坂
北
支
所
内
）

　
　
▽
午
前
10
時
〜
12
時

　
●
坂
井
地
域

　
　
▽
筑
北
村
坂
井
公
民
館

　
　
▽
午
後
２
時
〜
４
時

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
総
務
課
　
総
務
係

電
話
　
66
―
２
２
１
１

　
10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、
左
記
に

よ
り
、無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
て
、

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
出
掛
け
下
さ
い
。

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
、
避

難
さ
れ
て
い
る
方
も
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

★
相
談
は
予
約
制
で
す
。

　
●
受
付
期
間

　
　
９
月
30
日（
金
）午
後
４
時
ま
で

　
●
予
約
受
付

　
　
役
場
総
務
課
又
は
各
総
合
支
所

　
　
村
民
課
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

◇
相
談
内
容

　
不
動
産
・
法
人
の
登
記
／
ク
レ

ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
等
多
重
債
務
／

高
齢
者
・
障
害
者
等
の
財
産
管
理

／
相
続
／
不
動
産
の
売
買
・
贈
与

等
の
取
引
／
裁
判
所
へ
の
提
出
書

類
／
借
地
借
家
／
悪
質
商
法
被
害

／
貸
金
・
売
掛
金
等
の
回
収
／
中

小
企
業
法
務
・
そ
の
他

　
坂
北
荘
の
改
修
工
事
が
終
了
し
、

８
月
13
日
か
ら
営
業
を
再
開
し
ま
し

た
。

　
工
事
の
内
容
は
、
ト
イ
レ
の
洋
式

便
器
へ
の
取
替
、
車
椅
子
で
も
使
用

で
き
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
の
新

設
、
浴
室
へ
の
手
す
り
の
設
置
な
ど

で
、
よ
り
利
用
し
て
い
た
だ
き
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
脱
衣
室
の
床
と
サ
ウ
ナ
室

の
内
壁
張
替
え
の
ほ
か
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
「
ま
ご
こ
ろ
弁
当
」
作
り

の
拠
点
と
し
て
、
厨
房
の
改
修
も
行

い
ま
し
た
。

　
９
月
か
ら
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
を
中

心
と
し
た
運
営
が
い
よ
い
よ
始
ま
り

ま
す
。

　
多
く
の
方
の
ご
利
用
を
心
か
ら
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
坂
北
荘
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

坂
北
荘
　
電
話
66
―
２
２
２
３

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
＝
床
の
段
差
な
ど
、

障
害
を
取
り
除
こ
う
と
す
る
こ
と
。

■
浴
室
は
入
口
か
ら
浴
槽
ま
で
手
す

　
り
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
脱
衣
所
は
竹
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
床

　
と
木
の
長
イ
ス
で
爽
や
か
に
。

　
今
回
の
数
値
は
最
高
値
で
計
算
を

し
て
も
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
の

勧
告
に
よ
る
一
般
公
衆
の
放
射
線
量

に
よ
る
年
間
被
ば
く
限
度
量
の
約
半

分
で
す
。

県
内
の
他
の
市
町
村
な
ど
詳
し

く
は
筑
北
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報

リ
ン
ク
集
に
「
長
野
県
内
の
空
間
放

射
線
測
定
結
果
」
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
住
民
福
祉
課
　
住
民
係

　
電
話
　
66
―
２
１
１
１
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筑北村の人口
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女 2,786人

戸　数 2,002戸

（平成23年8月31日現在）

第36号

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

坂
北
荘
の
改
修
工
事
が

終
わ
り
ま
し
た

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

に
伴
う
村
内
の
対
応
状
況

（測定値の単位：μSv/h（ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ毎時））
測定場所 測定時刻 天気 庁舎屋上 地上１ｍ
筑北村役場
（坂北庁舎） 13：58 雨 0.08 0.10

麻績村役場 15：00 雨 0.06 0.09

測定場所 測定時刻 天気 地上１ｍ 地表
本城小学校 13：27 雨 0.07 0.08
麻績小学校 14：31 雨 0.06 0.06

（長野県ホ－ムページより抜粋）

※
司
法
書
士
に
は
守
秘
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

村
内
の
空
間
放
射
線
量
の

測
定
結
果
に
つ
い
て

　
放
射
性
物
質
が
大
気
中
に
放
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
空
間
放
射
線

量
の
測
定
が
７
月
19
日
に
長
野
県
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
測
定
は
県
内
の
各
市
町
村
を

順
番
に
回
っ
て
い
る
も
の
で
す
が
、

村
内
で
は
、
本
城
小
学
校
の
校
庭
と

役
場
坂
北
総
合
支
所
の
２
箇
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
測
定
結
果
は
県
内
の

他
の
市
町
村
同
様
に
健
康
に
影
響
の

な
い
値
で
し
た
。

　
麻
績
村
も
含
め
た
筑
北
地
域
全
体

で
の
最
高
値
は
０
．
１
０
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
、
最
低
値
は
０
．
０
６

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
し
た
。
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筑
北
村
民
生
児
童
委
員
協
議
会
長

　
７
月
28
日
に
民
生
児
童
委
員
と
村

議
会
社
会
文
教
委
員
は
、
東
西
を
中

央
道
と
天
竜
川
、
南
北
を
飯
田
市
と

阿
南
町
に
挟
ま
れ
た
下
條
村
を
訪
ね

ま
し
た
。
面
積
は
筑
北
村
の
５
分
の

１
ほ
ど
、
人
口
約
４
１
０
０
人
の
果

樹
、
そ
ば
、
キ
ノ
コ
の
生
産
が
主
体

の
谷
あ
い
の
村
は
、
出
生
率
が
県
下

で
一
番
高
く
、
県
外
か
ら
も
視
察
が

相
次
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　

　
ま
ず
、
平
成
13
年
度
に
完
成
し
た

診
療
所
（
飯
田
の
病
院
の
サ
テ
ラ
イ

ト
）、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

さ
ら
に
リ
ハ
ビ
リ
プ
ー
ル
を
備
え
た

福
祉
施
設
「
い
き
い
き
ラ
ン
ド
」
を

見
学
し
ま
し
た
。
芝
生
の
庭
を
囲
む

よ
う
に
扇
型
で
、
総
ガ
ラ
ス
張
り
の

窓
か
ら
陽
光
が
十
分
に
入
る
エ
コ
な

建
物
で
、
１
１
５
０
㎡
（
約
３
５
０

坪
）
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
で
は
、
千
人
位

の
催
し
も
可
能
と
の
こ
と
で
す
。プ
ー

ル
は
加
温
に
よ
る
温
水
で
、
歩
行
用

と
床
面
が
３
段
階
に
調
整
で
き
る
も

の
と
が
あ
り
、
週
３
回
の
水
中
運
動

教
室
や
村
外
者
に
も
貸
し
出
し
、
利

　
７
月
30
日
「
夏
ま
つ
り
筑
北
ｉ
ｎ

さ
か
き
た
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
日
急
き
ょ
、
雨
を
想
定
し
て
坂

北
小
学
校
校
庭
か
ら
坂
北
体
育
館
に

会
場
変
更
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
日

は
心
配
し
て
い
た
雨
も
降
ら
ず
気
温

も
暑
す
ぎ
ず
、
ち
ょ
う
ど
夏
ま
つ
り

に
は
最
適
な
天
候
で
し
た
。

　
７
月
17
日
に
松
本
消
防
協
会
主
催

の
ポ
ン
プ
操
法
並
び
に
ラ
ッ
パ
吹
奏

大
会
が
行
わ
れ
、
筑
北
村
消
防
団
か

ら
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
坂

井
地
域
の
分
団
選
抜
チ
ー
ム
が
出
場

し
ま
し
た
。

　
当
初
は
７
月
３
日
に
予
定
さ
れ
て

い
た
大
会
で
す
が
、
６
月
30
日
に

松
本
市
で
発
生
し
た
地
震
に
よ
り
急

き
ょ
２
週
間
先
に
延
期
さ
れ
て
の
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
選
手
、
応
援
関
係
者
は
連
日
夜
遅

く
ま
で
訓
練
を
積
み
重
ね
、
ま
た
、

当
初
の
予
定
に
合
わ
せ
て
調
整
し
て

き
た
と
こ
ろ
へ
の
突
然
の
大
会
延

期
に
も
め
げ
ず
に
、
選
手
の
み
な
さ

ん
は
最
後
ま
で
全
力
で
訓
練
に
励
み
、

本
番
に
臨
み
ま
し
た
。

　
選
手
及
び
応
援
関
係
者
の
方
々
、

そ
し
て
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
ご
家
族

の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
会
成
績
結
果

　
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
・
・
７
位

　
消
防
団
で
は
、
新
入
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
男
性
の
み
な
ら
ず
、

用
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
施
設
全

体
の
維
持
管
理
に
年
間
１
５
０
０
万

円
を
費
や
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
　

　
施
設
で
の
事
業
運
営
は
、
福
祉
課

10
人
（
う
ち
社
協
２
人
）
で
行
っ
て

い
ま
す
。
予
防
を
除
い
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
全
て
民
間
が
担
い
、
社
協
は

法
人
化
し
て
お
ら
ず
、
運
営
シ
ス
テ

ム
の
違
い
に
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
役
場
で
総
務
課
長
か
ら
お
話

し
を
伺
い
ま
し
た
。
合
計
特
殊
出

生
率
の
こ
こ
５
年
間
の
平
均
が
２
．

０
４
（
全
国
平
均
１
．
３
４
）
へ
と

上
昇
し
た
の
は
、
飯
田
市
か
ら
車
で

約
20
分
と
い
う
立
地
条
件
や
、
平
成

９
年
度
か
ら
18
年
度
に
か
け
、
毎
年

１
棟
ず
つ
建
て
て
き
た
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・

駐
車
場
２
台
付
き
で
月
３
万
６
千
円

と
い
う
若
者
定
住
促
進
住
宅
に
よ
り
、

子
ど
も
の
数
が
増
え
た
た
め
で
、
さ

ら
に
宅
地
造
成
も
行
い
、「
定
住
か

ら
永
住
」
へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

国
等
の
補
助
金
を
使
わ
な
い
住
宅
の

た
め
、
村
の
諸
活
動
へ
の
参
加
を
条

件
に
村
が
入
居
者
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
、
若
者
同
士
の
真
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
も
で
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
　

　
平
成
４
年
に
伊
藤
村
政
が
誕
生
し
、

現
在
５
期
目
、
平
成
16
年
に
は
村
自

立
（
律
）
宣
言
を
し
ま
し
た
。
　

　
役
場
組
織
は
副
村
長
を
置
い
て
い

ま
す
が
、
教
育
長
は
欠
員
と
し
、
正

規
職
員
38
名
、
嘱
託
26
名
、
議
員
は

10
人
の
体
制
で
、
人
件
費
率
を
抑
え

て
い
ま
す
。
下
水
道
は
合
併
浄
化
槽

事
業
で
行
い
、
建
設
経
費
を
押
さ
え
、

自
己
責
任
、
自
己
管
理
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
活
環
境

を
整
備
す
る
た
め
に
、
地
域
住
民
自

ら
が
道
路
や
水
路
工
事
な
ど
を
行
う

こ
と
と
し
、
村
が
そ
の
資
材
を
支
給

す
る
資
材
支
給
事
業
を
導
入
し
、
平

成
４
年
度
か
ら
既
に
１
３
０
０
箇
所

以
上
で
工
事
が
行
な
わ
れ
、
こ
こ
で

も
コ
ス
ト
削
減
が
図
ら
れ
、
財
源
確

保
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
伊
藤
村
長
は
、
機
関
車
的
牽
引
力

の
強
さ
で
、
ま
ず
職
員
の
意
識
改
革

を
行
い
、
村
民
へ
は
「
自
立
の
た
め

の
財
政
改
革
」
を
打
ち
出
し
、
緊
張

と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
行
に
移

し
て
き
た
結
果
が
村
民
に
受
け
入
れ

ら
れ
、
５
期
20
年
の
実
績
と
な
り
、

人
口
の
増
、
若
者
定
着
、
企
業
誘

致
、
４
億
円
の
子
育
て
応
援
基
金
創

設
、
子
育
て
支
援
の
充
実
へ
と
歯
車

が
か
み
合
っ
て
き
た
こ
と
が
感
じ
取

れ
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
を

　
　
　
ご
存
知
で
す
か
？

　
人
権
擁
護
委
員
は
、「
差
別
を
受

け
た
」、「
暴
行
・
虐
待
を
受
け
た
」、

「
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
た
」、

「
い
じ
め
・
体
罰
を
受
け
た
」、「
名

誉
毀
損
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
受

け
た
」
な
ど
の
と
き
に
、
一
人
で
悩

ま
ず
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
身
近
な

相
談
相
手
で
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

人
権
擁
護
委
員

　
曽
根
原
マ
サ
（
坂
北
）

　
山
口
　
勝
人
（
坂
井
）

　
東
條
　
弘
之
（
本
城
）

　
久
保
田
博
子
（
本
城
）

　
特
設
人
権
相
談
の
ほ
か
、
ご
相
談

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

電
話
　
66
―
２
１
１
１
ま
で

■
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

◆
「
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
」

　
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

◆
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
　

　
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

（
受
付
時
間
　
い
ず
れ
も
平
日
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
）

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

下
條
村
の
視
察
に
つ
い
て

夏
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

筑
北
村
消
防
団 

松
本
消
防
協
会

ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
出
場

　
変
更
に
よ
り
露
店
の
場
所
が
狭
く

な
り
、
皆
様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
協
力
し

て
い
た
だ
き
夏
ま
つ
り
が
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
四
阿
屋
こ
だ
ま
太
鼓
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
太
鼓
の
演
舞
か
ら
始

ま
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
タ
ー
ズ
の
演

奏
、
聖
南
・
筑
北
中
学
校
の
吹
奏
楽

部
の
演
奏
、
同
吹
奏
学
部
と
本
城
・

坂
北
・
坂
井
小
学
校
の
児
童
と
の
合

同
合
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
「
の
ど
自
慢
大
会
」
も
、

中
に
は
趣
向
を
凝
ら
し
て
出
場
さ
れ

た
方
も
い
て
、
会
場
が
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
恒
例
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
、

今
年
は
千
昌
夫
さ
ん
に
来
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
も
ご
存
知
の
歌
が

多
々
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
途
中
の
会
話
も
楽
し
く
、
さ
す

が
は
大
御
所
で
し
た
。

　
最
後
は
、
き
れ
い
な
打
ち
上
げ
花

火
に
て
お
祭
り
を
盛
大
に
無
事
終
了

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
ま
し
て
「
夏
ま
つ
り
筑
北
ｉ
ｎ

さ
か
き
た
」
に
、
ご
協
力
・
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
方
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
来
年
も
盛
り
上
が
れ
る

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

…ただいま準備中…

盛り上がります！

今年も盛大な花火で終了

女
性
の
皆
さ
ん
、
地
域
を
守
る
消
防

団
に
入
団
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
消
防
団
員
又
は

総
務
課
総
務
係（
電
話
66
―
２
２
１
１
）

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
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　夏の疲れが出てくる頃となりました。紫外線の影響を受けた目は、疲れがもっともひどい臓
器のひとつです。
　来月 10月 10日は目の愛護デーです。目の健康について考えましょう。
　生まれたばかりの赤ちゃんの視覚はどんなでしょうか？
　　　　昔は目は見えないと思われていましたが、30㎝先の画面を筒状に見えていることがわか  
　　  っています。
　生後 2ヶ月になると 0.02 の視力で追視を盛んにするようになります。
　　４歳頃には両目とも 1.0 の視力が出ていることが望ましいこと、片方の目ばかりで見てしま
うと視力の左右差からくる生活への支障も出やすいこと、視力が出ておらず矯正が必要な場合
は就学前に矯正を開始することで回復度が良好なことから、村では斜視弱視の早期発見、早期
支援のため斜視弱視検診を保育園の年少で実施しています。

　村では、小児で斜視弱視で眼鏡等による矯正が必要な場合は、1年に 1度眼鏡等に対しての
補助を行なっております。

（詳しくは住民福祉課福祉係までお問い合わせください。〈電話６６－２１１１〉）

　テレビ・DVD・ビデオ等をいつでも、どこでも見ることができる環境にあります。
　これらメディアとの付き合い方には、目を守る視点、脳を守る視点等から様々な考え方があ
りますが、小児科学会からは、テレビやビデオ等は２歳以下の子どもに長時間の視聴は避ける
ようにとの提言が出ています。
　テレビを見ていてほしいと思うときもあるかも知れません。
　しかし、お母さんと、家族と、夜空の星を一緒に眺めたり、遠くの美しい山を見たり、自然
の緑あふれる中で遊ぶということが、目にも体にも心にもとても大切なことになります。
　できるだけ、小さいうちからテレビを見せない生活を心がけてみましょう。

　普段の生活の中でも、寝転がって本を読まない、暗いところで本やテレビを見ない、目を休
ませるためにも早く寝る習慣を小さいうちから始めましょう。

★ 筑北村の斜視弱視検診での状況をまとめてみました ★

3歳児
（年少）

対象
児数

受診
児数

異常
なし

医療機
関で
観察中

1年後
再検 要精検

精検結果
異常
なし

経過
観察 経過観察の内訳

18年度 34 30 20 1 1 8 3 5 斜視・遠視性乱視・近視性
乱視（２）他

19年度 35 33 25 0 4 4 １ 2 遠視性乱視、遠視軽度

20年度 33 31 24 １ ２ ４ １ 3 遠視性乱視・弱視（1）
遠視（1）・その他（1）

21年度 24 21 12 ０ ０ 9 ０ 4 遠視性乱視（2）、近視（2）

22年度 29 28 20 ０ １ ７ ４ 2 乱視（1）、眼鏡処方（1）

自分の体は自分で守ろう！！
　　～生活習慣を見直しましょう～

今回のテーマ
健康
ほっと
情報

一年に一回の健康診断お済みですか？。
健診を受けたら自分の体を守るため、基準値より高かったり、低かったりした項目がどのような

要因でそのような結果につながっているのか、生活習慣等を考えることが大切です。

糖尿病の可能性の
ある方が増えてき
ています

筑北村特定健診
の結果から！！
筑北村特定健診
の結果から！！ 糖尿病関連の10年間のデータ推移

　糖尿病は血糖が高くなることで血管の動脈硬化をすすめてしまう血管病につながります。
　脳梗塞や心筋梗塞、腎不全等の重症化した病気の予防には血糖のコントロールがとても大切です。
　使われない糖分は全て体に貯蓄できるようになっていますが、体を動かすエネルギーになるので、
血糖値を抑えるには、体を動かして消費する事が有効です。
　例えば、体重 50㎏の方が 30分歩いたとすると？（早歩き）
　　0.08kcal × 50㎏×30分＝120kcal
これを 1ヶ月のうち 20日やると・・・・・
　　120kcal × 20日＝2400kcal となります。
　　ご飯15杯のカロリーを消費したことになります！！
　　（１杯＝コンビニのおにぎりぐらいの大きさで）

 自分の消費カロリーは下記に当てはめてみてください。
　0.08kcal ×（体重）㎏×（歩いた時間）分＝？ kcal
　次回には他の運動のカロリー消費量について掲載します。
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行政書士無料相談会
■電話無料相談
　●相 談 日　　10月３日（月）、４日（火）、５日（水）
　●時　　間　　午前10時～午後４時
　●電　　話　　０２６－２２４－１３００（長野県行政書士会）

■面接無料相談会
　●相談日時　　10月16日（日）　午前10時～午後４時
　●会　　場
　　　○松 本 会 場　カタクラモール（ジャスコ東松本店）　松本市中央4-9-43　（電話36-6601）
　　　○大 町 会 場　松川村役場　北安曇郡松川村板取76- ５　（電話0261-62-3111）
　　　○安曇野会場　ほりがね物産センター　安曇野市堀金烏川2696　（電話73-7002）
　 ※予約の必要はありません。当日直接会場へお越しください。
　 ※混んでいる場合、相談まで少し時間がかかりますのでご了承ください。

■相談内容
相続・遺言手続、成年後見、土地家屋の賃貸借・売買等契約書作成、クーリングオフ、法人成立・変更手続、
農地の賃貸借・転用手続、開発行為許可申請、風俗営業・料理飲食店の経営、建設業許可申請、経営状
況分析・経営事項審査ほか入札参加資格申請、経理記帳事務、外国人との結婚、外国人の招聘、在留資格・
再入国・永住許可・帰化・特別在留許可の申請　など

－ 10 月 11日は筑北村が誕生した日です －
平成17年に３村が合併し、筑北村が誕生したこの日に、村民憲章を思い起こしてみましょう。

◇筑北村民憲章◇　
　わたくしたちの村は、豊かな自然環境と、永い歴史と先人の英知によって築かれてきた文化を持っ
た村です。ふるさとの未来を語り、みんなで思いやりあふれた明るく住みよい村づくりをすすめる
ため、この憲章を定めます。

一　自然環境や生命（いのち）を大切にして、うるおいのある村をつくりましょう。
一　あたたかな家庭をつくり、福祉の輪を広げ、健康で誰もが安心して暮せる村をつくりましょう。
一　教育を大切にし、すこやかな子どもが育ち、希望に満ちた村をつくりましょう。
一　伝統と文化を引き継ぎ、創造力豊かな村をつくりましょう。
一　広く人々との交流を大切にし、働くことに喜びを持ち、地域に適した産業を盛んにした活力
　　ある村をつくりましょう。
◇村のシンボル⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯●村花　つつじ　　●村木　あかまつ　　●村鳥　うぐいす

　
長
野
県
立
病
院
機
構
で
は
、
平
成

24
年
４
月
採
用
の
看
護
師
・
助
産
師

を
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
年
月
日

　
平
成
24
年
４
月
１
日

■
受
験
資
格

　
次
の
い
ず
れ
の
条
件
も
満
た
す
方

　
①
昭
和
27
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　
　
ま
れ
た
方

　
②
助
産
師
免
許
ま
た
は
看
護
師
免

　
　
許
を
有
す
る
方

　
　（
来
春
ま
で
に
取
得
見
込
の
方

　
　  

を
含
む
）

■
試
験
日
　

　
平
成
23
年
10
月
29
日
（
日
）

■
申
込
締
切

　
平
成
23
年
10
月
７
日

◇
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に

　
な
れ
ま
す
。

http://w
w
w
.pref-nagano-

　 hosp.jp/honbu/kango

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
機
構
本
部
事
務
局
職
員
課

０
１
２
０
―
１
７
３
―
３
１
４
　

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
長
野
管
理
事

務
所
で
は
、
県
警
本
部
高
速
道
路
交

通
警
察
隊
と
合
同
で
、
交
通
安
全
講

習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

　
自
治
会
・
サ
ー
ク
ル
等
10
〜
40
人

　
程
度
の
グ
ル
ー
プ

■
講
習
内
容

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
、
安
全
講
習
講
義
、

　
松
代
交
通
管
制
室
の
見
学
、
発
煙

　
筒
点
火
体
験
等
の
実
技
講
習

■
期
間

　
平
成
23
年
11
月
ま
で
の
平
日

　（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。）　

■
講
習
時
間
　
　
　
　

　
約
２
時
間
（
午
前
又
は
午
後
）

■
受
講
料
　
無
料

■
場
　
所

　
長
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

　（
長
野
市
松
代
町
）

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
日
本
高
速
道
路
㈱
関
東
支
社

　
長
野
管
理
事
務
所
　
管
理
担
当
　

　
電
話
０
２
６
―
２
７
８
―
７
７
２
６

　
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
「
法

の
日
」
週
間
に
お
い
て
、
無
料
で
法

律
・
人
権
・
調
停
及
び
公
証
に
つ
い

て
の
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
金
銭
・
土
地
・
交
通
事
故
等
の
問
題
、

離
婚
・
扶
養
・
相
続
等
の
家
庭
内
の
も

め
事
、差
別
、い
じ
め
等
の
人
権
問
題

な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い（
秘
密
厳
守
）。

　
な
お
、ご
来
場
の
際
に
は
、相
談
に

関
す
る
資
料
を
お
持
ち
下
さ
い
。

■
主
催

　
裁
判
所
、検
察
庁
、弁
護
士
会
、法

　
務
局
、公
証
役
場
、調
定
委
員
協
会

■
日
時
・
場
所

　
10
月
13
日（
木
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
長
野
地
方
裁
判
所
松
本
支
部

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　「
法
の
日
」週
間
実
施
委
員
会

　（
長
野
地
方
・
家
庭
裁
判
所
松
本
支
部

　
　
　
　
　
電
話
32
―
３
０
４
３
）

看
護
職
員（
看
護
師
・
助
産
師
）

募
集
に
つ
い
て

高
速
道
路
を
安
全
・
快
適
に
！

交
通
安
全
講
習
会
の
ご
案
内

無
料
法
律
等
相
談
所
の
開
設
に

つ
い
て

長野県立技術専門校で平成24年度訓練生募集開始！
　　　　県下７校の技術専門校では、平成 24 年度入校の訓練生を募集します。

受付期間 入校選考

普通課程
推薦入校 10月 3日～10月 14日 10月 21日
一般入校 11月 1日～11月 15日 11月 25日

短期課程
（平成24年４月入校）

第 １ 回 12月12日～ 1月 5日 11月 16日
第 ２ 回 1月27日～ 2月15日 22月 22日

　　　　　詳細については、長野県庁ホームページでもご覧になれます。
　　　　【お問い合わせ先】長野県庁人材育成課　電話０２６－２３５－７１９９

オータムジャンボ宝くじの賞金は、
　　　　　　１等・前後賞合わせて２億５千万円
　この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住
民の福祉向上のために使われます。

　　　発売期間　 9月26日（月）～10月14日（金）
　　　 抽 選 日　10月 21日（金）　　　　　　　　　　
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筑
北
村
防
災
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て

山
﨑
　
好
弘
　
議
員

質
問
　
３
月
11
日
に
発
生
し
た
、
東

日
本
大
震
災
・
長
野
県
北
部
地
震
が

続
き
、
３
ヶ
月
が
過
ぎ
て
い
る
。

　
村
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、
安

心
・
安
全
の
基
本
原
点
に
立
ち
、
災

害
対
策
基
本
法
案
の
二
項
、
第
一
項

に
基
づ
い
て
、
筑
北
村
地
域
防
災
計

画
が
策
定
さ
れ
た
。

　
計
画
で
は
大
綱
が
記
載
さ
れ
て
、

具
体
策
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
細
か

く
詰
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

　
糸
魚
川
・
静
岡
構
造
線
な
ど
の
活

動
に
よ
り
、
将
来
発
生
が
予
想
さ
れ

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
〜
８
（
Ｍ
）

も
規
模
の
巨
大
地
震
に
備
え
防
災
の

日
を
中
心
に
し
て
、
防
災
訓
練
の
実

施
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長
　
糸
魚
川
・
静
岡
構
造
線
、
牛

伏
寺
断
層
を
含
む
地
震
が
想
定
さ
れ

る
。
11
月
13
日
に
実
施
す
る
防
災
訓

練
は
、
実
践
的
に
実
施
し
た
い
。

　
今
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
を

生
か
し
て
い
き
た
い
。
地
域
防
災
計

画
・
支
え
合
い
マ
ッ
プ
を
確
認
し
た

安
否
確
認
・
避
難
所
の
運
営
等
、
今

安
心
で
安
全
な
心
安
ら
ぐ

住
み
よ
い
村
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問
　
収
束
ま
で
10
年
か
か
る
と
い

わ
れ
て
い
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
放
射
能
漏
れ
の
対
応
と
し
て
、

村
で
測
定
装
置
を
購
入
し
、
測
定
結

果
を
定
期
的
に
公
表
し
て
は
と
思
う

が
如
何
か
。

村
長
　
結
果
か
ら
い
う
と
現
段
階
で

は
難
し
い
と
考
え
る
。
村
が
行
な
う

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
専
門
的
な

知
識
が
な
い
と
適
正
な
測
定
が
で
き

な
い
。
住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
最

優
先
し
て
や
る
べ
き
と
い
う
議
論
も

あ
る
と
思
う
が
、
長
野
県
は
そ
れ
ほ

ど
切
迫
し
た
状
況
に
な
い
と
、
県
内

９
ヶ
所
で
環
境
保
全
研
究
所
に
お
い

て
調
査
を
し
て
い
る
結
果
を
見
て
も
、

通
常
の
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と

い
う
測
定
結
果
で
あ
る
。

　
今
後
さ
ら
な
る
情
勢
の
変
化
な
り
、

国
・
県
の
諸
状
況
な
ど
を
勘
案
し
て

適
切
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質
問
　
こ
れ
か
ら
の
経
過
を
見
な
が

ら
安
心
で
安
全
な
心
安
ら
ぐ
村
づ
く

り
に
再
度
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

一
般
質
問

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と

原
発
事
故
に
つ
い
て

前
山
　
栄
二
　
議
員

質
問
　
東
日
本
大
震
災
後
の
全
国
の

自
治
体
で
は
、
地
域
防
災
計
画
を
見

直
す
動
き
が
相
次
い
で
い
る
と
い
う
。

原
発
事
故
を
想
定
し
た
見
直
し
が
村

で
も
必
要
と
思
う
が
如
何
か
。

村
長
　
ご
指
摘
の
当
村
の
防
災
計
画

は
、
平
成
19
年
に
国
の
災
害
対
策
基

本
法
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
、
想
定
さ

れ
る
地
震
や
、
風
水
害
対
策
、
そ
の

他
災
害
に
つ
い
て
の
予
防
、
復
旧
、

応
急
処
置
に
つ
い
て
施
策
や
役
割
分

担
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

こ
の
中
で
は
県
、
当
村
地
域
内
に

原
発
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
事
象

を
想
定
し
た
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
今
後
は
広

範
な
リ
ス
ク
に
対
し
、
村
単
独
で
は

対
応
が
非
常
に
難
し
い
面
も
あ
り
、

近
隣
市
町
村
、
県
と
も
連
携
を
と
り

な
が
ら
見
直
し
を
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問
　
今
回
の
東
日
本
大
震
災
を
教

訓
に
村
消
防
団
を
中
心
と
し
た
総
合

的
な
防
災
訓
練
を
実
施
し
た
ら
如
何

か
。
ま
た
、
区
、
常
会
単
位
で
の
自

主
防
災
組
織
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

村
長
　
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
は
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
11
月
13
日
に
実
施
す
る
方

向
で
現
在
検
討
し
て
お
り
、
内
容
に

つ
い
て
は
極
力
想
定
さ
れ
る
事
態
に

対
応
で
き
る
即
応
性
あ
る
訓
練
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
自
主

防
災
組
織
の
結
成
状
況
は
現
在
本
城

地
域
２
区
、
坂
北
地
域
１
区
と
い
う

状
況
で
、
今
後
の
動
き
と
し
て
は
、

本
城
・
坂
北
地
域
で
各
３
区
、
坂
井

地
域
で
１
区
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

更
に
拡
大
方
向
で
働
き
か
け
を
強
め

て
い
き
た
い
。

質
問
　
想
定
外
の
原
発
事
故
か
ら
住

民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
べ
く
行
政

と
議
会
で
原
発
企
業
を
訪
問
、
視
察

し
、
情
報
や
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、

危
機
管
理
に
備
え
る
考
え
は
な
い
か
。

村
長
　
福
島
原
発
の
事
故
は
想
定
外

の
巨
大
地
震
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の

事
象
に
対
処
し
た
時
に
我
々
の
安
全

性
が
守
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
事

で
あ
る
。

　
時
代
は
脱
原
発
の
方
向
で
む
し
ろ

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
活
用
、
自
給

度
を
高
め
て
い
る
先
進
的
な
取
り
組

み
、
脱
原
発
に
向
け
た
住
民
運
動
が

盛
ん
な
地
域
を
視
察
し
、
村
と
し
て

も
脱
原
発
を
選
択
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し
に
つ
い
て

質
問
　
全
国
の
自
治
体
の
中
で
は
、

各
種
行
事
の
中
止
や
見
直
し
が
急
増

し
て
い
る
。
当
村
の
今
後
の
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
再
考
は
な
い
の
か
伺
う
。

も
の
数
が
増
え
て
い
く
よ
う
な
村

を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

る
。

　
特
別
委
員
会
で
さ
ら
に
、
大
所

高
所
か
ら
検
討
願
い
た
い
。

⑵
人
口
増
加
と
い
う
の
は
大
変
大
き

な
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
は
村
の
最

重
要
政
策
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
庁
内
で
人
口
増
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
そ
こ
で
し
っ
か
り

具
体
策
を
つ
く
り
、
事
務
局
は
村

づ
く
り
推
進
室
で
担
当
し
て
い
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
村
づ
く
り

推
進
室
の
大
き
な
柱
と
し
て
人
口

問
題
に
つ
い
て
努
力
を
し
て
い
き

た
い
。

⑶
村
づ
く
り
推
進
室
あ
る
い
は
産
業

課
が
関
係
す
る
が
、
実
働
を
考
え
、

開
発
公
社
に
常
勤
の
事
務
局
長
と

村
職
員
２
名
を
配
置
し
、
地
域
の

資
源
を
活
用
し
た
六
次
産
業
化
と

い
う
こ
と
で
、
地
域
資
源
を
加
工

し
て
製
造
販
売
し
て
い
く
流
れ
を

つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
地
域
の
林
産
品
、
農
産
品
の

加
工
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
、
加

工
産
業
を
立
ち
上
げ
た
い
。
ま
た
、

今
後
模
索
を
し
て
い
く
。

後
内
部
で
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
村
防
災
計
画
の
具
体
化
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
リ
ス
ク
等
を
視
野
に
入

れ
、
各
種
計
画
と
の
整
合
性
、
整
備

の
レ
ベ
ル
を
そ
ろ
え
て
、
安
心
・
安

全
度
を
高
め
る
取
り
組
み
を
具
体
的

に
進
め
て
い
き
た
い
。

村
道
宮
の
前
線
の
改
良
・

拡
幅
に
つ
い
て

質
問
　
中
央
道
長
野
線
の
建
設
に
伴

っ
て
、
平
成
元
年
に
篠
ノ
井
線
坂
北

駅
南
側
に
立
体
工
事
が
始
り
、
平
成

４
年
３
月
に
完
成
し
た
。

　
そ
の
後
、
村
道
宮
の
前
線
の
改
良

工
事
が
実
施
さ
れ
、
一
部
未
改
良
で

あ
る
。
坂
北
地
域
、
そ
し
て
筑
北
村

に
と
っ
て
も
、
最
も
重
要
な
村
道
改

良
工
事
で
あ
る
。
地
元
地
権
者
の
皆

さ
ん
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
進

め
て
い
き
た
い
。
現
在
の
状
況
と
今

後
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長
　
村
道
宮
の
前
線
の
改
良
工
事

に
つ
い
て
は
、
長
年
の
経
過
を
へ
て

い
る
案
件
で
あ
り
、
中
村
区
か
ら
も

要
請
が
出
て
い
る
事
項
で
あ
る
。
実

現
可
能
な
線
形
を
選
択
し
な
が
ら
、

地
権
者
の
皆
さ
ん
と
用
地
交
渉
の
話

し
合
い
を
重
ね
て
き
た
。

副
村
長
　
被
災
住
民
を
元
気
づ
け
る

と
い
う
意
味
か
ら
も
、
開
催
す
る
自

治
体
が
多
い
様
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
は
日
本
経
済
、
ひ
い
て
は
災

害
復
興
に
寄
与
す
る
と
い
う
事
で
あ

る
。
　

　
当
村
の
夏
祭
り
や
体
育
祭
は
予
定

通
り
開
催
し
、
住
民
の
融
和
が
図
ら

れ
れ
ば
と
思
う
。

村
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

前
山
　
健
治
　
議
員

質
問
　
⑴
　
住
民
説
明
会
も
終
わ
り

　
　
学
校
等
の
統
合
に
つ
い
て

⑵
　
村
づ
く
り
推
進
室
の
今
後
の
考

　
　
え
方
に
つ
い
て

⑶
　
開
発
公
社
、
六
次
産
業
の
実
施

　
　
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長
　
⑴
生
ま
れ
た
子
の
人
数
が
22

年
度
筑
北
村
で
19
人
、
麻
績
村
を

合
せ
て
も
25
人
で
あ
る
が
、
現
段

階
で
は
小
学
校
は
２
校
で
い
く
と

い
う
こ
と
を
基
本
に
考
え
て
い
る
。

　
何
と
し
て
も
子
ど
も
を
も
う
少

し
増
や
し
た
い
と
、
そ
の
た
め
の

政
策
を
本
当
に
全
力
を
あ
げ
て
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
22
年
度
を
底
辺
と
し
て
、
子
ど
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６
月
の
補
正
で
線
形
測
量
の
予
算

を
計
上
し
た
。
現
在
の
路
線
は
狭
い

部
分
が
あ
り
、
非
常
に
苦
慮
を
し
て

い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
早
く
解
消

し
て
安
心
・
安
全
な
村
の
基
幹
道
路

の
整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

建
設
課
長
　
現
在
の
坂
北
郵
便
局
か

ら
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
坂
北
支
所

の
前
に
県
道
坂
北
停
車
場
線
が
あ
り
、

そ
の
間
約
３
０
０
ｍ
を
セ
ッ
ト
区
間

と
し
て
改
良
し
て
い
き
た
い
。

　
幅
員
に
つ
い
て
は
２
車
線
、
片
側

歩
道
で
全
幅
約
９
ｍ
で
あ
る
。
旧
坂

北
村
か
ら
の
重
要
課
題
路
線
で
あ
り
、

地
元
地
権
者
に
関
連
す
る
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
26
年
度
の
開

通
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

若
者
定
住
と
人
口
増
加
対
策
の

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て

宮
下
　
隆
文
　
議
員

質
問
　
村
の
後
期
基
本
計
画
策
定
に

あ
た
り
、
喫
緊
の
課
題
は
若
者
定
住

と
人
口
増
加
対
策
で
あ
る
が
、
そ
の

実
行
具
体
策
を
村
長
に
伺
う
。

　
若
者
の
意
見
を
計
画
に
取
り
入
れ

る
た
め
の
方
策
と
宅
地
造
成
地
の
早

村
長
　
一
般
的
に
期
待
さ
れ
る
の
が
、

女
性
議
員
の
登
用
に
な
る
が
、
社
会

的
に
し
っ
か
り
責
任
を
持
っ
て
活
動

す
る
基
盤
を
通
じ
、
切
磋
琢
磨
す
る

中
で
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
配
慮
も
必

要
。

　
役
場
の
中
で
は
、
人
事
構
成
を
考

え
る
中
で
適
材
適
所
で
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
各
種
団
体
組
織
へ
は
、
機
会
を
通

じ
村
と
し
て
理
解
を
い
た
だ
く
努
力

を
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
村
づ
く
り
そ
の
も
の
の
男
女

共
同
参
画
社
会
が
、
女
性
・
若
者
・

子
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
生
か
せ

る
村
・
地
域
づ
く
り
へ
進
ん
で
い
け

る
よ
う
要
望
す
る
。

集
落
整
備
に
つ
い
て

質
問
　
人
口
減
少
、
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
い
わ
ゆ
る
限
界
集
落
の
方
向
に

向
っ
て
い
る
集
落
が
多
く
あ
る
。

　
現
況
と
問
題
点
を
通
じ
て
集
落
整

備
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長
　
懸
念
さ
れ
る
大
き
な
動
き
と

し
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
が
増
大
し
て

お
り
、
安
否
確
認
、
健
康
増
進
と
か

地
域
の
助
け
合
い
を
ど
う
す
る
か
が

大
き
な
課
題
で
あ
り
直
面
す
る
問
題

期
売
却
に
ど
う
考
え
て
い
る
か
を
総

務
課
長
に
伺
う
。

　
村
の
産
業
、
と
り
わ
け
農
業
が
衰

退
し
、
商
業
者
も
減
少
し
て
い
る
中

で
、
産
業
振
興
も
重
要
な
要
素
に
な

る
が
担
当
課
長
と
し
て
ど
の
よ
う
な

考
え
を
持
っ
て
い
る
か
、
産
業
課
長

に
伺
う
。

　
ま
た
、
そ
う
し
た
こ
と
の
村
民
へ

の
周
知
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
意

味
か
ら
公
民
館
な
ど
で
社
会
教
育
の

果
た
す
役
割
も
大
き
い
と
思
う
が
生

涯
学
習
課
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
伺
う
。

村
長
　
庁
内
に
お
い
て
は
各
担
当
セ

ク
シ
ョ
ン
か
ら
知
恵
を
積
み
上
げ
、

全
体
と
し
て
調
整
手
一
つ
の
大
き
な

塊
と
し
て
仕
上
げ
て
い
き
た
い
。

村
民
と
の
関
係
で
は
、
こ
の
村
が
ど

う
い
う
現
状
で
、
将
来
こ
の
ま
ま
行

け
ば
ど
う
い
う
村
に
な
る
の
か
と
い

う
状
況
を
人
口
の
面
、
産
業
の
面
、

村
財
政
の
面
か
ら
分
か
り
易
く
情
報

提
供
し
て
、
考
え
て
い
る
集
落
担
当

制
を
機
能
さ
せ
な
が
ら
、
英
知
を
結

集
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
に
し
て
い

き
た
い
。

総
務
課
長
　
若
者
、
女
性
の
声
を
取

り
入
れ
る
委
員
会
運
営
に
つ
い
て
は
、

適
任
者
の
選
定
に
大
変
苦
慮
し
て
い

と
し
て
、

一
、
従
来
の
集
落
維
持
機
能
が
低
下
・

　
　
喪
失
し
て
い
る
。

二
、
集
落
の
環
境
そ
の
も
の
が
悪
化

　
　
し
崩
壊
し
て
き
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
支
え
合
う
と
い
う
と
こ

ろ
が
、
非
常
に
弱
体
化
し
て
き
て
い

る
の
が
構
造
的
な
問
題
点
で
あ
り
、

集
落
の
現
状
と
将
来
を
展
望
し
、
集

落
と
村
と
が
し
っ
か
り
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
を
し
な
が
ら
、
後
期
５
ヶ
年
計

画
を
組
み
上
げ
直
面
す
る
問
題
の
方

策
を
樹
立
し
て
い
き
た
い
と
検
討
し

て
い
る
。

質
問
　
村
長
は
集
ま
り
で
、
村
は
暗

い
話
ば
か
り
で
な
い
ど
ん
ど
ん
発
展

す
る
た
め
、
た
く
さ
ん
種
を
ま
い
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
村
づ
く
り
が

着
実
に
推
進
、
運
営
で
き
る
よ
う
要

望
す
る
。

筑
北
村
総
合
計
画
の
基
本
計
画

策
定
に
つ
い
て

山
崎
　
広
道
　
議
員

質
問
　
筑
北
村
総
合
計
画
は
、
村
民

と
行
政
が
共
に
築
き
上
げ
る
も
の
で

あ
る
。
総
合
的
で
か
つ
計
画
的
な
行

政
運
営
を
行
っ
て
行
く
た
め
の
長
期

る
。
庁
内
で
、
二
十
代
、
三
十
代
の

職
員
を
対
象
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
編
成
し
て
、
人
口
増
加
対

策
を
始
め
、
若
者
目
線
で
見
た
、
よ

り
具
体
的
な
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。
ま
た
会
議
の
開
催

方
法
、
時
間
、
場
所
等
に
も
配
慮
し

て
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
る
。

　
宅
地
造
成
地
問
題
は
非
常
に
大
き

な
課
題
と
し
て
い
る
が
、
粘
り
強
く

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

産
業
課
長
　
各
種
農
業
振
興
補
助
、

遊
休
荒
廃
地
対
策
、
有
害
鳥
獣
対
策

な
ど
し
て
き
た
が
、
村
独
自
で
若
い

認
定
農
業
者
の
支
援
に
よ
り
、
人
口
の

増
加
対
策
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
六
次
産
業
化
を
進
め
る
中
で
、

雇
用
も
出
て
く
る
と
思
う
。
産
業
課
、

村
だ
け
で
な
く
村
民
の
ア
イ
デ
ィ
ア
、

実
践
活
動
を
参
考
に
、
人
口
増
加
、

若
者
定
住
に
繋
げ
た
い
。

生
涯
学
習
課
長
　
公
民
館
の
果
た
す

役
割
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
公

民
館
活
動
の
目
的
は
、
地
域
づ
く
り
、

人
づ
く
り
だ
か
ら
住
民
と
公
民
館
が

協
働
し
て
公
民
館
活
動
を
し
て
い
く
、

そ
の
中
で
交
流
が
生
ま
れ
親
睦
と
連

帯
が
進
ん
で
い
く
。

的
な
計
画
で
あ
り
、
村
づ
く
り
の
理

念
の
集
大
成
で
も
あ
る
と
思
う
。

　
そ
こ
で
、
本
年
度
に
お
い
て
何
月

か
ら
原
案
づ
く
り
に
着
手
し
て
そ
の

後
、
総
合
計
画
審
議
会
で
検
討
さ
れ

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長
　
今
回
は
、
住
民
総
参
加
で
こ

の
総
合
計
画
を
作
っ
て
行
こ
う
と
い

う
の
が
基
本
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の

仕
組
み
と
し
て
は
、
行
政
と
区
を
繋

ぐ
繋
ぎ
役
と
し
て
、
今
年
度
は
職
員

集
落
担
当
制
を
活
用
す
る
の
が
、
基

本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
区
に
合
せ

て
21
の
班
編
成
を
し
た
。

　
こ
の
た
め
に
３
地
域
で
区
長
会
議

を
持
ち
、
全
体
の
取
り
組
み
を
説
明

し
て
、
区
と
し
て
協
力
も
ら
え
る
よ

う
お
願
い
す
る
の
が
第
一
歩
で
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
区
の
現
状
と
将
来
に

対
し
て
、
率
直
な
検
討
と
意
見
を
も

ら
い
、
そ
れ
を
村
で
は
全
体
へ
の
発

想
へ
膨
ら
ま
せ
る
。

　
総
合
計
画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

後
期
計
画
の
骨
子
案
を
策
定
し
、
そ

の
案
を
再
び
集
落
担
当
チ
ー
ム
を
介

し
各
地
区
に
内
容
を
説
明
し
て
意
見

を
も
ら
い
、
10
月
に
は
基
本
計
画
策

定
に
入
り
、
全
体
を
取
り
ま
と
め
て

総
合
計
画
審
議
会
へ
諮
問
す
る
。

　
そ
こ
で
答
甲
さ
れ
た
こ
と
を
村
と

男
女
共
同
参
画
計
画
に
つ
い
て

宮
澤
　
信
雄
　
議
員

質
問
　
村
づ
く
り
そ
の
も
の
と
さ
れ

る
計
画
に
つ
い
て
、
実
行
具
体
策
を

ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
て
い
く
か
伺

う
。

村
長
　
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

で
具
体
化
に
向
っ
て
取
組
み
を
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
化
し
、
意
識
を
高
め
、
リ

ー
ダ
ー
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
あ

り
、
講
習
会
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
へ

の
参
加
を
通
じ
、
意
識
啓
発
な
り
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
認
識
向
上
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
折
々
チ

ェ
ッ
ク
を
入
れ
状
況
把
握
し
な
が
ら

点
検
を
し
て
い
く
。
国
を
挙
げ
て
の

取
組
み
な
の
で
、
先
進
事
例
に
学
ぶ

べ
き
点
は
学
び
、
中
身
を
よ
り
良
く

す
る
た
め
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
組
織
で
は
、
女
性
の
参
画
・
登
用

を
継
続
し
て
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
女
性
登
用
の
比
率
が
よ
く
い

わ
れ
る
が
、
目
標
値
が
無
く
、
具
体

策
を
認
識
し
あ
っ
て
い
け
る
の
か
。

男
性
の
育
休
等
の
問
題
も
出
て
く
る
。

　
企
業
等
に
村
の
共
同
参
画
計
画
の

宣
伝
等
が
必
要
と
思
う
が
如
何
か
。

し
て
は
受
け
止
め
、
今
後
の
総
合
計

画
後
期
の
基
本
計
画
と
し
て
、
議
会

へ
提
出
す
る
。
そ
の
中
で
新
年
度
予

算
組
み
に
必
要
な
も
の
は
、
24
年
度

予
算
・
事
業
計
画
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

筑
北
村
住
宅
用
太
陽
光
発
電

設
置
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

質
問
　
こ
の
夏
の
電
力
不
足
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
村
民

の
方
々
が
取
組
み
を
進
め
る
た
め
に

も
、
村
の
設
置
事
業
補
助
金
交
付
要

綱
に
関
心
と
理
解
を
い
た
だ
き
た
く

次
の
三
点
に
つ
い
て
現
況
を
伺
う
。

⑴
22
年
度
補
助
金
交
付
の
住
宅
件
数

　
と
補
助
額
に
つ
い
て
。

⑵
現
行
の
補
助
金
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で

　
10
万
円
の
村
補
助
金
増
額
検
討
。

⑶
公
共
施
設
の
増
改
築
工
事
に
合
せ

　
て
太
陽
光
発
電
設
置
事
業
検
討
。

村
長
　
⑴
22
年
度
実
績
は
17
件
（
新

築
２
件
・
既
設
住
宅
15
件
）、
補

助
金
総
額
は
、
１
５
６
万
円
で
し

た
。

⑵
全
国
町
村
会
を
通
じ
、
国
へ
太
陽

光
発
電
な
ど
へ
の
補
助
制
度
を
手

厚
く
し
、
導
入
し
や
す
い
環
境
を

整
え
た
後
に
村
で
も
増
や
し
た
い
。
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⑶
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
設
置

を
整
え
る
件
は
、
当
面
具
体
的
な

計
画
は
な
い
。
し
か
し
、
わ
が
国

全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換

に
伴
う
補
助
施
策
の
形
で
、
奨
励

制
度
を
織
り
込
ん
で
も
ら
う
よ
う

国
へ
財
政
要
請
を
強
く
し
て
い
き

た
い
。

地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

市
川
　
厚
夫
　
議
員

質
問
　
震
災
を
教
訓
に
、
自
然
災
害

で
想
定
さ
れ
る
危
険
区
域
・
警
戒
区

域
を
調
査
し
て
、
避
難
施
設
・
避
難

地
等
を
明
記
し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
住
民
に
配
布
し
て
周
知
徹
底

を
図
る
べ
き
と
思
う
が
如
何
か
。

総
務
課
長
　
災
害
危
険
箇
所
等
の
指

定
は
、
県
で
行
っ
て
い
る
。
本
村
で

は
、
実
態
に
合
わ
せ
て
国
・
県
の
支

援
を
受
け
な
が
ら
防
災
対
策
事
業
を

推
進
し
て
い
る
。

　
筑
北
村
の
地
域
防
災
計
画
の
中
で

防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
と
い
う
こ

と
を
定
め
て
い
る
の
で
検
討
す
る
。

質
問
　
地
区
自
主
防
災
組
織
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

総
務
課
長
　
残
念
な
が
ら
思
う
よ
う

展
に
よ
っ
て
は
、
当
初
計
画
を
し
て

い
た
事
業
も
縮
小
ま
た
は
廃
止
、
あ

る
い
は
一
時
凍
結
と
い
う
弾
力
的
な

対
応
で
財
政
の
健
全
化
を
維
持
す
る

よ
う
努
力
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

職
員
集
落
担
当
制
度
に
つ
い
て

質
問
　
村
民
と
村
行
政
と
が
協
働
し

元
気
な
村
づ
く
り
を
推
進
し
、
区
の

特
色
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
行

う
た
め
、
23
年
９
月
１
日
か
ら
の
実

施
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
進
捗
状

況
と
今
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長
　
職
員
集
落
担
当
制
度
で
は
幅

の
あ
る
内
容
を
提
案
し
て
い
る
。
今

年
度
は
村
総
合
計
画
の
５
ヶ
年
基
本

計
画
を
区
と
の
や
り
と
り
で
つ
く
り

上
げ
る
。
そ
こ
へ
絞
り
込
ん
で
や
ろ

う
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
通

じ
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
こ
の
制
度

を
運
用
す
る
か
見
極
め
た
い
。

　
職
員
の
理
解
が
こ
の
制
度
の
一
番

の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
る
。
各

課
長
、
担
当
部
署
に
徹
底
を
図
っ
て

き
て
い
る
が
、
補
完
的
な
手
段
を
順

次
講
じ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
職
員
組
合
と
は
、
再
三
話
し
合
い

を
持
っ
て
お
り
、
大
筋
で
は
理
解
は

得
て
い
る
。

な
成
果
が
出
て
い
な
い
。
本
城
地
域

で
１
区
と
１
常
会
、
坂
北
地
域
で
１

区
の
３
団
体
で
あ
る
。
今
後
結
成
に

向
け
て
、
本
城
地
域
で
３
区
、
坂
北

地
域
で
３
区
、
坂
井
地
域
で
１
区
検

討
し
て
い
る
。
全
地
域
が
結
成
で
き

る
よ
う
今
後
に
お
い
て
も
取
り
組
み

た
い
。

質
問
　
防
災
意
識
を
高
揚
す
る
た
め

に
防
災
訓
練
を
、
毎
年
実
地
す
る
考

え
が
な
い
か
伺
う
。

総
務
課
長
　
11
月
13
日
を
目
途
に
今

準
備
を
進
め
て
い
る
。
見
る
訓
練
で

は
な
く
て
、
参
加
す
る
訓
練
を
重
視

し
て
計
画
を
立
て
て
い
き
た
い
。

質
問
　
昭
和
56
年
以
前
に
建
設
さ
れ

た
古
い
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
無

料
で
検
査
し
、
補
強
工
事
す
る
場
合

補
助
金
制
度
を
創
設
す
る
考
え
が
な

い
か
伺
う
。

建
設
課
長
　
国
の
補
助
事
業
を
活
用

し
て
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
簡
易
・

精
密
診
断
を
無
料
で
実
地
し
て
い

る
。
一
定
の
条
件
に
よ
り
補
助
対
象

は
、
工
事
費
の
２
分
１
以
内
で
、
最

高
60
万
円
ま
で
補
助
を
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
以
上
に
な
る
と
個
人

負
担
と
な
る
。

区
の
対
応
は
、
３
地
域
で
区
制
度
の

成
熟
度
が
違
い
、
必
ず
し
も
同
一
に

い
か
な
い
と
こ
ろ
が
悩
み
だ
が
、
３

地
域
に
分
け
て
区
長
会
議
を
開
催
し
、

区
長
に
し
っ
か
り
伝
え
、
理
解
を
い

た
だ
く
よ
う
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
制
度
の
開
始
時
期
は
、
当
初

９
月
１
日
で
あ
っ
た
が
、
村
総
合
計

画
の
基
本
計
画
策
定
の
関
係
で
、
７

月
か
ら
制
度
を
開
始
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

文
化
財
保
護
に
つ
い
て

久
保
田
　
義
信
　
議
員

質
問
　
国
の
重
要
文
化
財
、
大
日
如

来
像
は
天
台
宗
富
蔵
山
岩
殿
寺
の
別

院
で
、
鎌
倉
時
代
の
前
期
に
大
日
堂

に
安
置
さ
れ
、
ひ
の
き
の
寄
木
づ
く

り
で
、
大
日
如
来
坐
像
は
密
教
の
中

心
的
な
仏
像
で
あ
り
、
も
と
と
り
を

結
い
、
定
め
ら
れ
た
形
の
衣
を
つ
け
、

両
手
で
智
拳
印
を
結
ん
で
結
跏
跌
座

し
て
い
る
。
鎌
倉
彫
刻
と
い
え
ば
、

奈
良
仏
師
の
運
慶
で
、
運
慶
の
作
品

の
大
半
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
53
年
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て

い
る
が
、
８
０
０
年
の
歳
月
を
経
て

原
発
事
故
の
対
応
に
つ
い
て

質
問
　
放
射
線
量
測
定
器
を
導
入
し

て
子
供
の
健
康
が
心
配
さ
れ
る
３
保

育
園
・
３
小
学
校
・
２
中
学
校
で
計

測
し
、
安
全
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
如
何
か
。

教
育
長
　
測
定
や
数
値
の
評
価
は
、

専
門
的
な
知
識
・
技
術
が
必
要
で
あ

り
運
用
面
に
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

　
村
単
独
で
は
難
し
い
問
題
が
あ
る

が
、
県
を
は
じ
め
隣
接
市
町
村
等
の

共
有
や
連
携
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

遊
休
荒
廃
地
の
活
用
に
つ
い
て

質
問
　
農
業
就
農
者
の
高
齢
化
の
中

で
、
後
継
者
・
担
い
手
が
減
少
し
て

い
る
。
増
加
す
る
遊
休
荒
廃
地
解
消

の
た
め
農
業
振
興
対
策
を
伺
う

村
長
　
担
い
手
の
法
人
化
、
集
約
営

農
と
い
う
形
で
組
織
的
に
カ
バ
ー
し

て
農
地
を
耕
す
耕
作
者
の
力
を
付
け

て
い
き
た
い
。
現
在
、
菜
種
・
黒
ゴ

マ
・
そ
ば
・
雑
穀
は
や
っ
て
い
る
。

　
農
業
の
六
次
産
業
化
と
の
関
係
で

結
び
つ
く
よ
う
な
作
り
方
を
し
て
、

企
業
的
農
業
を
支
援
し
な
が
ら
遊
休

荒
廃
地
を
利
活
用
す
る
。

県
内
最
古
の
大
日
如
来
は
、
彩
色
が

黒
ず
ん
で
装
飾
品
は
欠
落
、
水
晶
眼

も
ず
れ
て
い
る
。
保
存
と
鑑
定
に
つ

い
て
如
何
か
。

村
長
　
大
日
如
来
坐
像
は
、
八
百
年

前
の
県
内
最
古
の
大
日
如
来
で
、
現

状
は
大
変
痛
み
が
進
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
を
適
切
に
保
存
し
、
貴
重
な

文
化
財
と
し
て
後
世
に
伝
え
て
い
く

こ
と
は
、
今
を
生
き
る
我
々
の
責
任

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
の
地
域
は
非
常
に
文
化
的
史
跡
、

名
刹
文
化
度
の
高
い
地
域
で
、
ま
さ

に
郷
土
に
対
す
る
誇
り
。
文
化
財
調

査
保
護
委
員
会
と
相
談
し
適
切
な
対

処
策
を
考
え
た
い
。

教
育
長
　
筑
北
村
に
は
、
国
の
有
形

文
化
財
が
２
件
所
在
し
、
大
日
如
来

と
国
立
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る

懸
仏
で
、
大
変
重
要
な
文
化
財
で
あ

る
。
村
の
審
議
会
の
ほ
か
国
・
県
の

専
門
家
に
相
談
し
、
今
後
の
保
存
等

対
応
し
た
い
。

生
涯
学
習
課
長
　
長
野
県
の
文
化
財

パ
ト
ロ
ー
ル
が
年
一
回
実
施
さ
れ
て

い
る
。
実
施
報
告
書
に
よ
る
と
、
黒

さ
び
、
特
に
右
目
の
水
晶
眼
が
ず
れ

て
い
る
状
況
で
、
所
有
者
事
業
主
体

の
岩
殿
寺
の
意
向
等
と
合
せ
ま
た
、

県
の
情
報
に
よ
る
と
、
文
化
庁
の
彫

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

村
行
財
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て

宮
島
　
義
次
　
議
員

質
問
　
今
年
度
の
財
政
と
新
規
、
重

点
、
拡
充
事
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
出
る
か
伺
う
。

村
長
　
震
災
復
興
と
の
関
連
で
、
国

は
被
災
地
支
援
に
振
り
向
け
る
こ
と

を
念
頭
に
、
当
初
予
定
し
て
い
た
事

業
の
一
律
５
％
を
留
保
し
て
い
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
で
要
望
額
に

対
し
95
％
の
内
示
と
な
っ
て
い
る
。

　
道
路
整
備
交
付
金
は
計
画
の
最
終

年
度
と
い
う
こ
と
で
、
５
％
留
保
の

対
象
に
な
ら
な
い
見
込
み
で
あ
る
。

　
現
段
階
で
最
も
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
の
は
、
特
別
地
方
交
付
税
の
配
分

額
で
、
22
年
度
は
２
億
円
を
超
え
る

額
が
最
終
的
に
配
分
さ
れ
た
が
、
今

年
度
は
手
厚
い
配
分
は
見
込
め
な
い

と
考
え
る
。

　
国
の
財
政
の
影
響
を
直
に
受
け
る

村
の
財
政
構
造
な
の
で
、
国
を
挙
げ

て
災
害
復
興
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と

に
財
源
を
移
動
し
て
い
く
こ
と
を
考

え
る
と
特
定
財
源
を
見
込
ん
で
い
る

事
業
に
つ
い
て
も
、
慎
重
に
見
極
め

て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
情
勢
の
進

刻
部
門
の
文
化
財
部
の
主
任
調
査
官

が
、
県
を
通
じ
国
の
調
査
日
程
を
調

整
し
、
７
月
上
・
中
旬
ご
ろ
来
村
と

の
こ
と
で
あ
り
対
応
し
た
い
。

質
問
　
大
日
如
来
坐
像
を
文
化
庁
の

調
査
官
が
調
査
す
る
と
の
こ
と
、
地

元
と
し
て
対
応
を
考
え
た
い
。

　
鎌
倉
初
期
の
運
慶
作
の
大
日
如
来

は
、
東
京
都
立
博
物
館
が
エ
ッ
ク
ス

線
写
真
で
撮
影
、
仏
像
内
に
五
輪
の

塔
の
形
を
し
た
木
札
や
、
仏
像
の
魂

と
し
て
の
心
月
輪
と
呼
ば
れ
る
水
晶

球
、
厚
み
の
あ
る
堂
々
と
し
た
上
半

身
、
髪
、
衣
の
表
現
も
運
慶
の
特
徴

で
あ
る
と
の
こ
と
。

　
仁
熊
の
大
日
如
来
坐
像
も
運
慶
ま

た
は
、
門
下
の
高
僧
仏
師
の
可
能
性

が
非
常
に
高
い
。
今
保
存
し
な
い
と

将
来
禍
根
を
残
す
の
で
配
慮
さ
れ
た
い
。

質
問
　
大
日
堂
の
仁
王
門
と
阿
吽
像

は
、
村
指
定
文
化
財
で
江
戸
時
代
仏

師
竹
田
萬
匠
作
、
修
理
保
存
を
伺
う
。
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生
涯
学
習
課
長
　
木
造
の
金
剛
力
士

立
像
は
、
鎌
倉
後
期
の
作
で
、
像
高

２
１
０
㎝
。
両
像
と
も
足
先
に
ひ
び

割
れ
が
あ
り
、
阿
形
像
・
吽
形
像
が

仁
王
門
に
対
し
て
、
左
右
逆
と
な
っ

て
安
置
さ
れ
て
い
る
。
県
の
指
導
助

言
を
得
て
検
討
す
る
。

昨
年
行
な
わ
れ
た
農
林
業
セ
ン

サ
ス
の
結
果
に
つ
い
て

田
口
　
茂
　
議
員

質
問
　
全
国
的
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
農
業
就
業
者
の
減
少
、
高
齢
化

の
進
展
や
耕
地
面
積
の
減
少
な
ど
、

農
林
を
取
り
巻
く
現
状
は
依
然
と
し

て
激
し
い
。
村
の
実
態
、
農
業
就
業

者
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長
　
村
と
し
て
直
面
し
て
い
る
課

題
は
、
２
つ
あ
る
。
１
つ
は
現
象
的

な
課
題
で
担
い
手
の
高
齢
化
、
耕
作

放
棄
地
の
拡
大
、
有
害
鳥
獣
の
問
題

等
々
で
あ
る
。

　
本
質
的
な
課
題
は
、
我
が
地
域
の

こ
れ
か
ら
の
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。

筑
北
地
域
は
大
規
模
化
の
企
業
的
農

業
を
育
成
し
て
い
く
の
は
非
常
に
困

難
で
あ
る
の
で
、
兼
業
農
家
を
ス
ラ

イ
ド
さ
せ
た
暮
ら
し
密
着
型
の
農
業

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
年
次
計

画
で
、
消
火
栓
の
増
設
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
如
何
か
。

村
長
　
消
防
組
織
法
に
定
め
る
消
防

力
の
整
備
指
針
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ

ば
本
村
は
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ざ
と
言
う
時
に

身
近
で
使
え
な
け
れ
ば
だ
め
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
感
度
で
点
検
し
、
必
要

だ
と
い
う
箇
所
が
あ
れ
ば
、
現
状
に

合
わ
せ
た
消
火
水
利
施
設
の
増
設
な

ど
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
消
防
法
の
た
め
の
消
火
施
設

で
は
な
い
、
安
心
・
安
全
の
た
め
に
、

住
民
の
生
命
財
産
を
守
る
べ
く
消
火

栓
の
増
設
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

県
道
日
向
地
籍
の
　

片
側
通
行
に
つ
い
て

質
問
　
県
道
大
町
麻
績
イ
ン
タ
ー
千

曲
線
の
日
向
地
籍
で
、
道
路
の
法
面

が
崩
落
し
て
、
２
箇
所
が
長
期
に
わ

た
り
片
側
通
行
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
原
因
と
今
後
の
工
事
の
予
定
を
伺

う
。

村
長
　
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
事

は
、
法
面
に
あ
る
樹
木
が
大
き
く
な

り
す
ぎ
、
風
で
あ
お
ら
れ
て
根
が
緩

み
、
そ
こ
に
雨
水
が
入
り
、
冬
に
な

と
、
自
給
自
足
農
業
を
ベ
ー
ス
に
組

み
立
て
て
い
く
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
な

っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
な
か
な
か
決
め
手
に
な
る

よ
う
な
担
い
手
の
育
成
方
策
が
な
い

の
で
、
今
後
は
団
塊
の
世
代
な
ど
の

力
を
借
り
て
受
託
耕
作
組
織
の
よ
う

な
も
の
を
立
ち
上
げ
て
い
き
た
い
。

　
一
方
、
暮
ら
し
密
着
型
の
農
業
は

農
業
六
次
産
業
化
と
連
結
し
な
が
ら
、

付
加
価
値
の
獲
得
、
高
齢
者
も
参
加

し
な
が
ら
所
得
も
得
ら
れ
る
よ
う
な

仕
組
み
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
村
と
し
て
は
営
農
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
十
分
理
解
し
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
を

し
た
り
、
公
社
の
機
能
も
連
携
さ
せ

な
が
ら
独
自
な
営
業
ス
タ
ン
ス
を
確

立
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
遊
休
荒
廃
地
が
増
え
た
の
は
、

農
業
収
入
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
の

が
最
大
の
原
因
。
狭
い
農
地
で
高
齢

者
に
も
で
き
る
施
策
が
あ
る
の
か
伺

う
。

村
長
　
所
得
に
つ
な
が
る
農
業
を
作

り
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
遊
休
荒
廃

地
を
解
消
す
る
う
え
で
大
き
い
。
付

加
価
値
を
獲
得
で
き
る
商
品
開
発
に

つ
な
げ
て
い
く
農
業
六
次
産
業
化
の

取
組
、
都
会
の
子
ど
も
達
に
参
加
し

て
も
ら
う
観
光
農
業
、
あ
る
い
は
、

り
凍
結
す
る
事
に
よ
っ
て
さ
ら
に
ひ

び
が
拡
大
し
て
、
崩
落
を
助
長
す
る

事
か
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
樹
木
の

伐
採
等
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

質
問
　
樹
木
の
伐
採
を
す
る
事
が
、

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
と
考
え
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
か
伺
う
。

建
設
課
長
　
片
側
通
行
は
遅
く
て
も

11
月
に
は
全
面
復
旧
す
る
と
思
う
。

崩
落
に
つ
い
て
は
同
じ
災
害
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
樹
木
の
伐
採
を
県
に

要
請
す
る
。

　
議
会
第
３
回
臨
時
会
が
８
月
５
日

に
会
期
１
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
議
案

◆
平
成
23
年
度
筑
北
村
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
２
号
）

◆
平
成
23
年
度
筑
北
村
集
落
排
水
事

　
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

委
員
会
報
告

教
育
教
材
と
し
て
の
農
業
と
い
う
考

え
方
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

社
会
保
障
改
革
と
10
％
の
消
費

税
増
税
に
つ
い
て

質
問
　
社
会
保
障
改
革
と
、
消
費
税

を
含
む
税
制
改
革
案
は
低
所
得
層
、

高
齢
者
な
ど
家
計
へ
の
負
担
増
を
求

め
て
い
る
。

　
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
地
方
消
費

税
と
交
付
税
の
配
分
は
引
き
上
が
る

の
か
伺
う
。

村
長
　
平
成
22
年
度
は
地
方
消
費
税

が
４
，
３
５
４
万
１
千
円
配
分
さ
れ

て
い
る
。

　
現
状
か
ら
考
え
る
と
恐
ら
く
地
方

へ
交
付
す
る
の
で
は
な
く
、
目
的
税

と
し
て
使
っ
て
い
く
手
法
で
、
消
費

税
が
上
が
っ
て
も
村
へ
交
付
税
が
増

え
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
あ
て
に
し
な

い
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

税
そ
の
他
各
種
料
金
滞
納
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
柳
澤
　
忠
　
議
員

質
問
　
税
そ
の
他
各
種
料
金
の
滞
納

状
況
と
、
未
収
金
の
整
理
に
つ
い
て

伺
う
。

下
條
村
行
政
視
察
に
参
加
し
て

社
会
文
教
常
任
委
員
会
委
員

山
崎
　
広
道

　
民
生
児
童
委
員
27
人
と
社
会
文
教

委
員
４
人
は
、
７
月
28
日
に
少
子
化

対
策
を
進
め
て
い
る
先
進
地
、
下
伊

那
郡
下
條
村
へ
の
行
政
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
下
條
村
は
面
積
37
・
66
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
林
野
率
70
％
、
人
口

４
，
１
１
５
人
で
す
。
人
口
比
率
か

ら
見
る
と
子
育
て
中
の
若
い
年
代
の

人
々
が
住
ん
で
い
る
村
で
も
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
政
策
と
し
て
村
で
は
、
若
者

定
住
促
進
住
宅
を
平
成
９
年
度
よ
り

建
設
を
始
め
て
、
現
在
１
７
８
戸
で

す
。

一
、
村
民
誰
で
も
入
居
で
き
る
た
め
、

　
　
補
助
金
を
使
わ
な
い
建
設
。

二
、
入
居
者
は
「
子
供
が
い
る
」、

　
　「
こ
れ
か
ら
結
婚
を
す
る
」
若

　
　
者
に
限
定
。

三
、
若
者
が
地
域
に
溶
け
込
ん
で
も

　
　
ら
う
た
め
に
、
村
の
行
事
へ
の

　
　
参
加
や
消
防
団
へ
の
加
入
等
を

　
　
入
居
条
件
に
し
て
い
る
。

　
少
子
化
対
策
で
は
、
高
校
卒
業
ま

村
長
　
滞
納
は
年
々
増
え
て
い
る
。

22
年
度
は
、
２
，
６
８
５
万
円
に
な

っ
て
い
る
。
今
後
、
庁
舎
内
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、４
・

８
・
11
・
２
月
の
、
年
４
回
の
滞
納

整
理
月
間
を
設
け
、
督
促
や
催
促
を

し
、
財
産
の
差
押
え
も
し
て
い
く
。

ま
た
、
多
額
や
悪
質
な
も
の
に
つ
い

て
は
県
の
滞
納
整
理
機
構
に
届
け
て

整
理
し
て
い
く
。

質
問
　
こ
ど
も
手
当
て
を
受
け
取
り

な
が
ら
、
保
育
園
の
保
育
負
担
金
を

長
期
に
渡
り
滞
納
し
て
い
る
親
が
い

る
と
聞
く
、
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

こ
ど
も
支
援
課
長
　
村
長
の
答
弁
の

と
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

よ
る
滞
納
整
理
を
し
て
い
く
。
子
ど

も
手
当
て
を
保
育
料
金
滞
納
に
充
当

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
住
民
福
祉

課
と
相
談
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

消
火
栓
増
設
に
つ
い
て

質
問
　
火
災
が
発
生
し
て
も
、
麻
績

消
防
署
か
ら
現
場
ま
で
は
十
数
分
か

か
り
そ
れ
以
上
か
か
る
場
所
も
あ
る
。

一
秒
を
争
う
火
災
消
火
に
は
、
誰
で

も
が
操
作
で
き
る
消
火
栓
が
最
大
の

消
火
器
具
だ
。
住
民
が
安
心
で
き
る

で
医
療
費
無
料
化
。
保
育
料
一
律
10

％
の
引
き
下
げ
と
所
得
税
非
課
税
世

帯
10
％
引
き
下
げ
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
、
出
生
率
が

県
下
第
一
位
の
村
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
政
策
の
財
源
と
し
て
は
、
行

政
改
革
の
推
進
に
よ
り
、
人
件
費
を

削
減
し
た
り
、
建
設
資
材
支
給
事
業

に
よ
っ
て
住
民
自
ら
施
工
す
る
生
活

環
境
整
備
で
土
木
事
業
費
を
削
減
す

る
な
ど
し
て
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
福
祉
政
策
は
、
視
察
し
た
施
設
の

「
い
き
い
き
ら
ん
ど
下
條
」
で
診
療

所
で
の
医
療
と
健
康
診
査
等
の
事
業

を
す
る
保
健
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
す
。
医
療
・
福
祉
と
保
健

の
複
合
施
設
の
運
営
で
し
た
。

　
下
條
村
の
健
康
村
構
想
は
在
宅
老

人
支
援
事
業
、
子
育
て
支
援
事
業
、

元
気
印
の
お
年
寄
り
支
援
事
業
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
事
業
、
運
動
指
導
事

業
（
リ
ハ
ビ
リ
プ
ー
ル
の
水
中
運
動

教
室
）
が
あ
り
、
福
祉
課
職
員
９
名

で
日
々
取
り
組
み
実
施
さ
れ
て
い
る

様
子
を
福
祉
課
長
か
ら
説
明
を
受
け
、

健
康
で
心
安
ら
ぐ
村
だ
と
わ
か
り
ま

し
た
。

　
視
察
し
た
下
條
村
の
人
口
が
増
え

た
村
の
政
策
は
、
と
て
も
参
考
に
な
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　　　　　　　　　　　 選挙管理委員会よりお知らせ 　　　　　　　　　　　

筑北村農業委員会委員一般選挙の投票日は
平成23年10月16日（日）です

■主な選挙事務予定
９月２6日（月）　　立候補予定者説明会
１０月　６日（木）　　立候補届出書類等事前審査
１０月１１日（火）　　選挙期日告示　立候補届出受付
１０月１２日（水）
　　　 ～            期日前投票・不在者投票
１０月１５日（土）　　
１０月１６日（日）　　投票日

■期日前投票
　期日前投票は、３箇所どこの投票所でも投票ができます。
　投票時間　筑北村期日前投票所（坂北）午前８時３０分～午後８時
　　　　　　　　　増設分（本城・坂井）午前８時３０分～午後７時
※8月に各戸配布された農業委員会選挙のチラシについて、期日前投票に関する部分を訂正し、
　投票の地域指定は行わず、投票時間は上記に記載したとおりとします。

■当日投票
投票時間は、全ての投票所で午前７時から午後７時までです。

■この選挙で投票できる人
　平成３年４月１日までに生まれた人で、筑北村に住所を有し（住民票があり）、筑北村農業委員会
委員選挙人名簿に登録されている人です。（選挙人名簿は、農地の経営面積など一定の要件により、
申請に基づき調整されています。）
　選挙人名簿に登録されていても、村外へ住所を移転（住民票を異動）した人は、その日から選挙
権はなくなります。

り
ま
し
た
。
わ
が
筑
北
村
で
推
進
で

き
る
政
策
を
議
会
議
員
と
し
て
打
ち

出
し
て
、
村
が
一
歩
前
進
発
展
出
来

る
こ
と
を
自
問
自
答
す
る
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

村
民
と
の
懇
談
会
の
開
催

　
６
月
30
日
か
ら
７
月
５
日
ま
で
、

各
地
域
９
会
場
で
村
民
と
の
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
政
課
題
が
多
く
あ
り
、
二
元
代

表
制
の
議
会
の
中
で
、
村
民
の
代
表

と
し
て
の
議
会
運
営
の
体
制
を
し
っ

か
り
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
た
め
、
本

年
も
計
画
し
た
も
の
で
す
。

　
今
回
、
議
員
は
出
身
地
域
で
懇
談

し
易
い
よ
う
全
議
員
で
任
務
を
担
当

し
て
、
議
会
側
か
ら
議
会
活
動
報
告
、

平
成
23
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
報

告
を
行
い
、
特
に
議
員
定
数
・
報
酬

に
つ
い
て
の
意
見
、
要
望
を
伺
い
、

３
地
域
全
体
で
83
名
（
男
77
人
、
女

６
人
）
の
出
席
が
あ
り
、
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
へ
の
発
言
内
容
の
一
部
要
旨

の
み
紹
介
し
ま
す
。

■
議
員
定
数
と
報
酬
に
つ
い
て

（
削
減
）「
人
員
を
減
ら
し
、
議
員

の
質
を
上
げ
る
」「
人
口
が
減
っ
て

い
る
、
減
ら
し
た
方
が
よ
い
」「
定

数
は
減
ら
し
、
減
ら
し
た
分
報
酬
を

上
げ
て
も
よ
い
」「
経
費
節
減
、
議

論
す
る
場
を
設
け
慎
重
に
最
終
決
定

を
」
な
ど
11
項
目
。

（
現
状
維
持
）「
諸
問
題
に
は
、
あ
る

程
度
の
人
数
は
必
要
」「
報
酬
を
上

げ
て
定
数
は
い
ま
の
ま
ま
、
議
員
の

仕
事
を
も
っ
と
や
っ
て
ほ
し
い
」
な

ど
６
項
目
。

（
そ
の
他
意
見
）「
村
民
と
議
会
の

距
離
感
」「
議
会
に
女
性
を
」「
若
い

者
が
出
や
す
い
よ
う
に
報
酬
を
考
え

る
べ
き
」「
定
数
・
報
酬
に
つ
い
て
、

多
い
少
な
い
か
議
員
側
か
ら
言
っ
て

ほ
し
い
」「
手
取
り
12
万
円
位
で
は
、

年
金
を
貰
っ
て
な
け
れ
ば
生
活
で
き

な
い
」
な
ど
12
項
目
。

■
そ
の
他
の
意
見
・
要
望
と
し
て

「
懇
談
会
の
あ
り
方
と
し
て
、
３
地

域
の
融
合
と
他
地
域
の
意
見
を
聞
く

こ
と
」「
一
般
質
問
、
毎
回
11
人
が

質
問
し
て
よ
い
」
な
ど
６
項
目
。

　
な
お
、
議
員
定
数
等
に
つ
い
て
は
、

11
月
目
処
に
議
会
と
し
て
方
向
性
を

出
し
て
い
き
ま
す
。

■
行
政
等
へ
の
意
見
・
要
望
に
つ
い

て○
学
校
統
合
問
題
に
つ
い
て

「
上
申
書
で
進
め
る
と
の
こ
と
だ

が
、
提
言
書
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、

教
育
委
員
会
の
提
言
は
何
だ
っ

た
の
か
」「
統
合
が
決
定
し
て
も
、

学
校
が
ど
こ
に
な
る
の
か
非
常
に

難
し
い
」「
今
の
ま
ま
の
学
校
体

制
で
も
よ
い
の
で
は
」
な
ど
15
項

目
。

○
区
制
度
・
集
落
担
当
制
に
つ
い
て

「
地
域
の
職
員
を
配
置
し
て
あ
る

が
、
合
併
の
意
味
が
な
い
」「
総

合
計
画
の
明
細
が
届
い
て
い
な

い
」「
荒
廃
地
が
増
え
た
、
限
界

集
落
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
え
な

い
か
」
な
ど
15
項
目
。

○
役
場
庁
舎
に
つ
い
て
（
７
項
目
）

○
坂
北
荘
に
つ
い
て
（
５
項
目
）

○
キ
ャ
ダ
ッ
ク
の
移
転
問
題
に
つ
い

　
て
（
４
項
目
）

○
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て（
５
項
目
）

○
道
路
関
係
に
つ
い
て
（
４
項
目
）

○
村
の
合
併
に
つ
い
て
（
６
項
目
）

○
予
算
関
係
に
つ
い
て

「
行
政
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見

が
、
反
映
さ
れ
た
予
算
に
な
っ
て

い
る
か
」「
行
政
の
基
本
は
村
民

の
安
心
・
安
全
な
村
づ
く
り
で
あ

る
。
基
本
に
福
祉
の
充
実
に
向
け

て
ほ
し
い
」
な
ど
14
項
目
。

○
そ
の
他
意
見
・
要
望

「
筑
北
は
一
つ
と
言
う
が
、
い
ま

だ
に
一
つ
に
な
っ
て
い
な
い
」「
開

発
公
社
の
業
務
内
容
等
、
村
民
に

知
ら
せ
て
ほ
し
い
」「
人
口
増
対

策
に
つ
い
て
、
若
い
人
が
住
め
る

環
境
づ
く
り
を
」
な
ど
25
項
目
。

率
直
な
意
見
交
換
が
さ
れ
た
。

　
な
お
、
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
行
政

へ
の
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
の
約

１
０
０
項
目
は
、
８
月
９
日
正
副
議

長
が
村
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
要
望
等
の
回
答
に
つ
い
て
は
、
今

後
計
画
さ
れ
る
行
政
懇
談
会
の
中
で

答
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
議
員
一
同
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

等
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
議
会
の
活

性
化
に
つ
な
げ
、
よ
り
身
近
な
議
員

と
し
て
、
小
さ
な
村
だ
か
ら
こ
そ
出

来
る
元
気
な
村
づ
く
り
に
向
け
て
、

議
会
活
動
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
回
の
懇
談
会
開
催
に
多
く
の
村

民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

（
す
べ
て
記
載
で
き
な
い
こ
と
を
お

詫
び
し
ま
す
。）副議

長
　
宮
澤
　
信
雄

議会日誌
7月
1日～5日

4日
7日
8日
12日
15日
19日
21日
22日
25日
〃
〃
29日

村民と議会議員との懇談会（各地域）
1期目の議員研修会
議員奉仕活動（坂北差切峡公園草刈り）
松本広域連合議会
国道 403 号道路期成同盟会総会
学校等統合問題検討特別委員会
大町麻績インター千曲線整備促進期成同盟会総会
地域高規格道路松本糸魚川長野県ルート建設促進協議会総会
議会全員協議会
県町村議会議員研修会
県道真田新田線期成同盟会総会
地域高規格道路松本糸魚川期成同盟会総会
青木麻績インター新町間県道期成同盟会総会

8月
5日
8日

10日～11日
18日
24日
25日
29日

第 3回臨時会・議会全員協議会・学校等統合問題検討特別委員会   
松本地域正副議長懇話会   
松本広域連合民生委員会視察   
議会運営委員会・郡議長会   
青木麻績インター新町間県道期成同盟会要望   
社会文教常任委員会   
全員協議会・学校等統合問題検討特別委員会   
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第35号

「
筑
北
村
子
ど
も
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
」の
概
要
　
シ
リ
ー
ズ
②

　
公
民
館
で
は
、
７
月
９
日
（
土
）

に
東
山
道
検
証
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。
ル
ー
ト
検
証
は
昨
年
ま
で
６
回

の
講
座
に
よ
り
筑
北
村
コ
ー
ス
が
一

応
終
了
。
参
加
者
の
希
望
や
講
師
の

助
言
に
よ
り
、
村
へ
出
入
り
す
る
村

外
ル
ー
ト
検
証
へ
視
野
を
広
げ
て
み

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

回
の
講
座
は
、
旧
四
賀
村
か
ら
立
峠

ま
で
の
ル
ー
ト
を
講
師
に
長
野
県
文

化
財
保
護
協
会
会
員
の
市
川
恵
一
先

生
を
お
迎
え
し
研
修
し
ま
し
た
。
講

座
の
参
加
者
は
15
名
、
講
座
の
ス
タ

ー
ト
は
、
錦
部
赤
田
地
籍
に
て
保
福

寺
峠
を
望
む
東
山
道
本
道
の
ル
ー

ト
、
付
近
の
宿
場
・
山
城
に
つ
い
て

研
修
し
た
後
、
刈
谷
原
地
域
の
東
山

道
支
道
に
沿
っ
た
洞
光
寺
を
見
学
し

ま
し
た
。
こ
こ
は
、
木
曽
義
仲
が
会

田
・
小
見
の
初
戦
で
兜
を
お
い
た「
兜

石
」
や
、
武
田
信
玄
か
ら
戦
火
を
逃

れ
た
「
薬
師
堂
」
等
興
味
深
く
見
学

し
、
会
田
宿
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

会
田
宿
は
、
徒
歩
で
散
策
し
、
街
並
、

善
光
寺
常
夜
灯
等
を
見
学
し
、
立
峠

登
り
口
よ
り
、
善
光
寺
街
道
中
一
番

大
き
な
馬
頭
観
音
を
見
学
し
て
立
峠

＊
「
筑
北
村
子
ど
も
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
」
と
は
、
平
成
23
年
度
を

初
年
度
（
試
行
年
度
）
と
し
た
、
筑

北
村
の
子
ど
も
一
人
一
人
の
「
育

ち
」
に
関
す
る
施
策
の
方
向
性
を
描

い
た
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
こ
と

で
す
。（
詳
細
は
シ
リ
ー
ズ
①
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）

ス
テ
ー
ジ
①
　
母
子
保
健
関
係

　
　
　（
妊
産
婦
〜
未
就
園
児
）
期

　「
安
全
・
安
心
」
に
育
児
期
を
迎

え
る
た
め
の
妊
産
婦
訪
問
・
指
導
や

健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長
、
発
達
を

促
す
た
め
の
乳
幼
児
健
診
、
各
種
予

防
接
種
な
ど
を
住
民
福
祉
課
が
中
心

と
な
っ
て
関
係
機
関
が
連
携
し
な
が

ら
実
施
し
ま
す
。

　
訪
問
や
健
診
等
の
機
会
を
通
し
て

「
子
ど
も
一
人
一
人
の
育
ち
」に
対
す

る
気
づ
き
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
得

ら
れ
る
情
報
を
関
係
者
で
共
有
し
、

適
切
な
相
談
、
支
援
を
講
じ
て
い
き

ま
す
。

例
：
妊
産
婦
訪
問
、
乳
幼
児
健
診
、

各
種
予
防
接
種
な
ど

ス
テ
ー
ジ
②
　
児
童
福
祉
関
係

（
未
就
園
児
）
期

　
ス
テ
ー
ジ
①
の
母
子
保
健
関
係
施

策
と
も
関
連
し
な
が
ら
、「
育
児
は

育
自
」
を
合
言
葉
に
母
子
と
も
に
健

康
で
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
促

す
た
め
、
母
子
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
親

子
の
絆
の
伸
長
、
絵
本
に
親
し
む
機

会
、
母
と
子
の
友
だ
ち
づ
く
り
の
場

な
ど
「
子
ど
も
一
人
一
人
の
育
ち
」

に
必
要
な
環
境
の
整
備
と
育
児
に
関

す
る
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
な
い
、

〝
豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
い
体
〞
の

素
地
と
な
る「
生
活
リ
ズ
ム
の
確
立
」

を
目
指
し
、
合
わ
せ
て
保
育
園
へ
の

ス
ム
ー
ズ
な
移
行
や
心
身
の
健
や
か

な
成
長
を
保
護
者
と
共
に
子
育
て
支

援
に
関
係
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
見
守
り

支
援
し
ま
す
。

例
：
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
ヨ
ガ
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
、
お

ひ
さ
ま
の
森
な
ど

子
ど
も
支
援
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
及
び

子
ど
も
支
援
総
合
専
門
員
の
設
置

　
こ
ど
も
支
援
課
で
は
、
更
な
る
子

ど
も
支
援
施
策
の
充
実
を
図
る
た
め

４
月
よ
り
日
々
子
ど
も
支
援
に
従
事

す
る
専
門
員
を
配
置
し
ま
し
た
。
専

門
員
等
は
こ
ど
も
支
援
課
等
が
実
施

す
る
各
種
事
業
へ
の
参
加
、
支
援
を

行
う
役
割
を
担
い
、
主
に
育
児
支
援
、

家
庭
教
育
支
援
、
保
育
園
支
援
、
学

校
教
育
支
援
等
健
全
な
育
ち
に
好
ま

し
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
働
き
か

け
を
行
な
い
ま
す
。

子
ど
も
支
援
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
乳
幼
児
担
当
）和
栗
　
由
利
子

子
ど
も
支
援
総
合
専
門
員

（
乳
幼
児
〜
保
育
園
担
当
）本
田
　
卓
司

子
ど
も
支
援
総
合
専
門
員

（
小
学
校
〜
中
学
校
担
当
）深
澤
　
一
夫

も
っ
と
絵
本
に
親
し
も
う

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」

　
赤
ち
ゃ
ん
の
体
の
成
長
に
ミ
ル
ク

が
必
要
な
よ
う
に
、
赤
ち
ゃ
ん
の
言

葉
と
心
を
育
む
た
め
に
は
、
抱
っ
こ

の
暖
か
さ
の
中
で
優
し
く
語
り
か
け

て
も
ら
う
時
間
が
大
切
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
時
を
通
じ
て
、

赤
ち
ゃ
ん
は
自
分
が
愛
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
人
を
信
頼
し
、
人
と

言
葉
を
介
し
て
心
を
通
い
合
わ
せ
る

た
め
の
基
礎
を
育
む
か
ら
で
す
。

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
、
そ
の

か
け
が
え
の
な
い
ひ
と
時
を「
絵
本
」

を
介
し
て
持
つ
こ
と
を
応
援
す
る
た

め
、
年
度
内
に
一
歳
を
迎
え
る
幼
児

と
三
歳
を
迎
え
る
幼
児
及
び
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
絵
本
の
贈
呈
を
行
う

事
業
で
す
。

　
本
年
度
、
第
一
弾
と
し
て
、
三
歳

を
迎
え
る
幼
児
を
対
象
（
セ
カ
ン
ド

ブ
ッ
ク
）
に
、
七
月
二
十
二
日
に
開

催
し
ま
し
た
。

　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
も

り
の
子
お
話
の
会
）
の
方
に
よ
る
紙

芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
、

絵
本
リ
ス
ト
よ
り
選
定
し
た
絵
本
を

教
育
長
よ
り
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　
来
年
一
月
に
は
、
一
歳
児
を
対
象

（
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
）
と
し
て
本

事
業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
　

の
茶
屋
跡
を
目
指
し
急
な
坂
が
続
く

き
つ
い
ル
ー
ト
を
苦
し
み
の
中
に
も

次
の
筑
北
の
地
へ
一
歩
一
歩
近
づ
く

昔
の
人
の
感
激
を
思
い
な
が
ら
約
１

時
間
か
け
て
登
り
ま
し
た
。

　
峠
の
頂
上
か
ら
は
本
城
地
域
・
坂

北
地
域
が
開
け
、
先
に
歩
い
た
筑
北

ル
ー
ト
が
見
渡
せ
ま
し
た
。
よ
う
や

く
筑
北
へ
と
検
証
が
で
き
た
さ
わ
や

か
さ
に
浸
り
な
が
ら
の
昼
食
は
ま
た

格
別
の
も
の
で
し
た
。
東
山
道
検
証

講
座
、
次
回
は
千
曲
市
か
ら
の
検
証

で
す
。

　
み
な
さ
ん
は
宮
沢
賢
治
　
作
「
よ

だ
か
の
星
」
と
い
う
お
話
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
夏
休
み
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
の
８
月
１
日
（
本
城
）、
３

日
（
坂
井
）、
４
日
（
坂
北
）
に
各

地
域
の
小
学
生
が
「
よ
だ
か
の
星
」

を
題
材
に
人
権
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。

　
本
年
は
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
「
よ
だ
か
の

星
」
を
紙
芝
居
で
読
み
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
の
迫
力
あ
る
読
み
聞
か
せ

に
始
め
は
驚
い
た
表
情
を
し
て
い
た

こ
ど
も
た
ち
で
す
が
、
１
枚
、
ま
た

１
枚
と
物
語
が
進
む
に
つ
れ
食
い
入

る
よ
う
な
表
情
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

東
山
道
検
証
講
座

夏
休
み「
こ
ど
も
人
権
学
習
」

　
紙
芝
居
が
終
わ
っ
た
後
、
全
員
に

感
想
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
よ

だ
か
は
『
名
前
を
変
え
ろ
。』
な
ん

て
言
う
鷹
の
言
う
こ
と
を
聞
く
必
要

は
な
か
っ
た
。」「
外
見
だ
け
で
判
断

す
る
他
の
鳥
が
許
せ
な
い
。」「
私

な
ら
仲
間
は
ず
れ
に
せ
ず
助
け
る
。」

「
み
ん
な
に
相
手
に
さ
れ
ず
か
わ
い

そ
う
だ
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
多
く
、

よ
だ
か
の
こ
と
を
自
分
の
こ
と
の
よ

う
に
思
い
考
え
る
こ
ど
も
た
ち
の
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
学
習
を
機
に
是
非
ご

家
庭
で
お
子
さ
ん
と
人
権
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
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冠
着
荘
に
飾
ら
れ
て
い
る
水

彩
画
教
室
の
皆
さ
ん
の
描
か
れ

た
絵
が
模
様
替
え
し
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
特
に
模
様
替
え
を

考
え
て
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す

が
、
お
客
様
の
中
か
ら
次
の
絵

が
見
た
い
と
の
要
望
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
絵
の
上
達
も
見
る
か
ら
に
わ

か
り
、
色
使
い
も
個
性
が
表
わ

れ
、
様
々
な
作
品
が
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　
冠
着
荘
も
こ
の
日
は
夏
休
み

と
あ
っ
て
大
勢
の
子
供
さ
ん
や

付
き
添
わ
れ
た
大
人
の
方
達
で

お
昼
時
の
食

堂
も
大
賑
わ

い
で
し
た
。

蛇
足
な
が
ら
、

夏
メ
ニ
ュ
ー

や
ピ
ザ
の
お
持
ち
帰
り
も
好
評

の
よ
う
で
す
。

 

８
月
15
日
、
お
盆
の
恒
例
行
事
と

な
っ
て
い
る
「
盆
野
球
大
会
」
が
坂

井
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
11
年
目
を
迎
え
た
大
会
で

す
が
、
盆
野
球
大
会
の
実
行
委
員
会

が
主
体
と
な
り
、
野
球
を
楽
し
む
こ

と
に
よ
り
、
年
齢
を
超
え
た
親
睦
と

帰
省
者
の
方
々
と
の
交
流
を
目
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
小
・
中

学
校
チ
ー
ム
対
高
校
生
・
大
人
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
の
対
戦
と
な
り
ま
し

た
。
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
白
熱

し
た
試
合
で
し
た
が
、
突
然
の
降
雨

に
よ
り
試
合
途
中
で
終
了
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
皆
さ
ん
は

野
球
を
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
筑
北
中
学
校
の
剣
道
部
・
吹
奏
楽

部
は
中
信
大
会
を
突
破
し
県
大
会
へ

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
剣
道
部

男
子
は
団

体
戦
に
出

場
。
筑
北

中
学
校
の

お
家
芸
の

剣
道
。

　
結
果
は

予
選
リ
ー

グ
４
位
で
の
敗
退
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
そ
の
戦
い
ぶ
り
は
猛
暑

の
中
を
最
後
の
最
後
ま
で
踏
ん
張
る

大
健
闘
の
勇
士
達
の
姿
で
し
た
。

　
吹
奏
楽

部
は
久
し

ぶ
り
の
出

場
で
し
た

が
、
虫
達

を
題
材
に

し
た
組
曲

『
バ
グ
ズ
』

を
軽
快
な

演
奏
で
最
後
ま
で
集
中
し
、
盛
り
上

が
り
の
素
晴
ら
し
さ
で
会
場
を
圧
巻

し
て
い
ま
し
た
。

　
惜
し
く
も
東
海
大
会
は
逃
し
た
も

の
の
、
金
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
県
大
会
に
進
む
事
の
出

来
な
か
っ
た
他
の
部
も
、
勝
負
と
い

う
結
果
だ
け
で
は
表
わ
せ
な
いﾞ

あ

き
ら
め
な
い
粘
り
強
ざ
戦
い
の
場

以
外
で
のﾞ

礼
儀
正
し
ざ
は
、
見
て

い
る
全
て
の
人
に
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　
戦
い
を
終
え
た
生
徒
達
は
言
い
ま

し
た
。「
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」

　
８
月
24
日
25
日
と
筑
北
中
学
校
二

年
生
は
職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し

た
。

　
坂
井
地
域
で
は
、
坂
井
小
学
校
に

生
徒
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
本
番
の
当
日
、
緊
張
の
中
に
も
一

学
年
か
ら
職

場
体
験
学
習

の
準
備
を
積

み
重
ね
て
き

た
思
い
が
感

じ
と
れ
ま
す
。

三
学
年
の
ク

ラ
ス
に
入
り
、
授
業
や
活
動
を
共
に

し
ま
し
た
。

　
授
業
で
は
、
担
任
の
先
生
の
問
い

か
け
の
答
え
を
考
え
る
児
童
に
寄
り

添
う
姿
や
配
布
物
を
配
る
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

　
業
間
の
活

動
は
緑
の
時

間
。
全
校
児

童
に
よ
る
草

取
り
で
す
。

草
を
取
り
な

が
ら
も
、
児

童
達
か
ら
は
質
問
の
嵐
。
休
み
時
間

と
も
な
れ
ば
児
童
達
は
こ
の
時
と
ば

か
り
に
集
ま
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
日
を
終
え
「
と
て
も
緊
張
し
ま

し
た
。
皆
が
気
さ
く
に
話
し
か
け
て

く
れ
、
先
生
と
呼
ん
で
も
ら
え
た
事

が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
職
場
体
験
学

習
の
目
的
で
あ
る
教
師
の
仕
事
の
大

変
さ
を
知
る
事
に

つ
い
て
は
、
一
度

に
何
人
か
の
児
童

か
ら
要
求
が
き
て
、

何
か
ら
優
先
し
て

良
い
の
か
を
と
て

も
迷
い
ま
し
た
し
、
一
人
で
授
業
を

進
め
る
大
変
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。」

と
充
実
感
の
あ
る
答
え
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。

　
坂
井
児
童
館
で
は
、
７
月
18
日
㈪

の
海
の
日
に
親
子
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ

に
行
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、

児
童
30
名
、
保
育
園
児
３
名
、
保
護

者
12
名
、
職
員
５
名
の
合
計
50
名
で

す
。
目
的
地
は
新
潟
県
の
「
上
越
市

立
水
族
博
物
館
」。
こ
の
上
越
市
立

水
族
博
物
館
は
マ
ゼ
ラ
ン
ペ
ン
ギ
ン

の
飼
育
数
が
約
１
０
０
羽
で
、
日
本

一
だ
そ
う
で
す
。

　
で
も
、
な
ん
と
い
っ
て
も
お
楽
し

み
は
夏
期
限
定
の
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
。

「
ア
イ
」
と
「
エ
ツ
」
の
２
匹
の
バ

ン
ド
ウ
イ
ル
カ
が
、
高
く
ジ
ャ
ン
プ

を
し
た
り
、
ボ
ー
ル
で
遊
ん
だ
り
。

ト
レ
ー
ナ
ー
の
人
と
の
息
も
バ
ッ
チ

リ
。「
イ
ル
カ
と
遊
び
た
い
人
〜
？
」

と
の
呼
び
掛
け
に
、
見
て
い
た
大
勢

の
観
客
が
手
を
挙
げ
ま
し
た
が
、
２

人
の
う
ち
１
人
が
児
童
館
の
児
童
か

ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
を
代
表

し
、イ
ル
カ
に
わ
っ
か
を
投
げ
た
り
、

さ
わ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
イ
ル
カ
に

さ
わ
っ
た
感
想
は
、「
普
通
の
魚
よ

り
か
た
か
っ
た
。
も
っ
と
ツ
ル
ツ
ル

し
て
い
る
か
と
思
っ
た
け
ど
、
結
構

ザ
ラ
ザ
ラ
、
ゴ
ワ
ゴ
ワ
し
て
い
ま
し

た
。」

と
の
こ
と
。

　
そ
の
後
、
お
弁
当
を
食
べ
、
海
辺

に
あ
る
「
船
見
公
園
」
に
行
き
ま
し

た
。
実
際
に
海
で
泳
ぐ
こ
と
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
波
打
ち
際
で
足
を

つ
け
て
遊
ん
だ
り
、
貝
殻
を
探
し
て

拾
っ
た
り
、
短
い
時
間
で
し
た
が
夏

の
海
を
満
喫
し
ま
し
た
。
帰
り
の
バ

ス
の
中
で
も
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
し

て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
　
　

　「
お
母
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
お

弁
当
が
お
い
し
か
っ
た
。」「
イ
ル

カ
シ
ョ
ー
を
見
た
の
が
楽
し
か
っ

た
。」「
海
で
遊
べ
た
の
が
う
れ
し

か
っ
た
。」
な
ど
、
と
て
も
楽
し
い

１
日
に
な
り
ま
し
た
。

さ
　
か
　
い

盆
野
球
大
会
開
催

剣
道
部
・
吹
奏
楽
部

　
　
　
県
大
会
に
進
む

職
場
体
験
学
習

 

う
き
う
き
、
わ
く
わ
く

親
子
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ

寄
り
道
散
歩

大健闘の金賞

周りにはいつも児童達が

素敵な作品ばかりです
花より団子で
スミマセン♪

入魂！めーん！！

こう思うんだ

とてもいいね
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ど
も
た
ち
、
苦
労
し
て
作
っ
た
夕
飯

は
、
格
別
に
お
い
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

雨
が
強
く
な
っ
た
の
で
予
定
し

て
い
た
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
キ
ャ
ン
ド
ル

フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
行
い
、
簡
単
な
ダ
ン

ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。
閉
会
後
も
広

場
の
コ
テ
ー
ジ
や
テ
ン
ト
に
宿
泊
す

る
グ
ル
ー
プ
も
多
く
、
良
い
思
い
出

作
り
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま

た
、「
節
電
」
が
叫
ば
れ
て
い
る
昨

今
電
気
に
頼
り
き
っ
て
い
る
生
活
を

見
直
す
機
会
に
も
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
後
夕
飯
の
準
備
に
取
り
掛

か
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
ご
飯
を
炊

く
釜
を
自
分
た
ち
で
作
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
竹
を
の
こ
ぎ
り

や
ナ
タ
で
切
っ
て
作
る
の
で
す
が
、

慣
れ
な
い
道
具
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
協
力

で
立
派
な
竹
製
釜
が
で
き
ま
し
た
。

か
ま
ど
の
火
起
こ
し
も
火
起
こ
し
器

を
使
っ
て
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
こ
こ

で
も
大
苦
戦
で
し
た
。

電
気
も
ガ
ス
も
使
わ
ず
に
食
事

を
作
る
大
変
さ
を
肌
で
実
感
し
た
子

８
月
20
日
（
土
）
本
城
ふ
れ
あ

い
広
場
で
、
第
一
回
子
ど
も
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
雨
が
降
り
続

く
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
育

成
会
や
地
区
の
子
ど
も
会
な
ど
計
39

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
は
堀
田
先
生
の
軽
快
な
ピ
ア
ニ
カ

に
合
わ
せ

「
森
の
ク

マ
さ
ん
」

を
皆
で
合

唱
。
そ
し

て
「
ス
コ

ア
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ

ン
グ
」
と

い
う
野
外

ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
広
場
の
地

図
を
見
な
が

ら
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内

に
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を

通
過
し
、
ポ

イ
ン
ト
数
の

多
い
チ
ー
ム
が
勝
ち
に
な
る
ゲ
ー
ム

で
す
。

ほ
ん
じ
ょ
う

ふ
る
さ
と
野
球

　
田
屋
地
区
優
勝

分
館
対
抗

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
一
回
子
ど
も
教
室

８
月
14
日
、
毎
年
こ
の
日
を
楽
し
み

に
帰
郷
し
参
加
す
る
選
手
。
現
役
の
高
校

生
選
手
も
い
る
中
で
の
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
決
勝
戦
は
田
屋
対
八
木
の
打
撃
戦
で
、

白
熱
し
た
試
合
展
開
と
な
り
、
田
屋
の
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
４
日
、
台
風
12
号
の
影
響
で
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
が
中
止
と
な
り
、
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
大
会
の
み
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
40
歳
の
部
が
中
止
と
な
り
、
フ

　
コ
ラ
ム

　
毎
年
夏
に
な
る
と
私
が
し
な
く

て
は
い
け
な
い
仕
事
に
、「
奈
良
漬
」

と
「
ケ
チ
ャ
ッ
プ
作
り
」
が
あ
る
。

母
が
昔
か
ら
や
っ
て
い
た
仕
事
の

一
つ
で
、
私
に
と
っ
て
使
命
感
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
奈
良
漬
は
家
庭
に
よ
っ
て
つ
け

方
が
違
う
と
思
う
が
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
が
や
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

す
る
。
お
茶
会
を
す
る
と
み
な
自

慢
の
奈
良
漬
を
持
参
し
て
く
る
。

　
ケ
チ
ャ
ッ
プ
作
り
は
、
時
間
が

か
か
る
が
我
が
家
の
土
産
の
中
で

は
一
番
の
人
気
で
あ
る
。
先
日
も

小
仁
熊
地
区
の
方
が
本
城
地
区
の

加
工
所
で
作
っ
て
い
た
。「
二
日
が

か
り
の
作
業
だ
い
ね
」
と
言
っ
て

い
た
が
確
か
に
時
間
が
か
か
り
、

手
間
の
要
る
仕
事
で
あ
る
こ
と
は

確
か
だ
。
　
　
　
　
　 

や
ん
ば
ば

よろしくおねがいします

昔の人は
         えらい・・・

ここの線のところを
切って

ご飯、もう炊けたか
なあ？

〈材料〉加工トマト（家庭用でも良い）５K
たまねぎ３個、にんにく３片、オールスパ
イス、月桂樹の葉（ないときはよい）唐辛
子 1本
〈仕上げ〉砂糖150ｇ、酢150CC、塩30ｇ
調味料は好みで加減してね！・・味をみながら
〈作り方〉①トマトは洗って芯を抜きミキ
サーにかけザルでこす。（以前は湯煎にか
けてからこしていたがミキサーにかけたほ
うが破棄する量が減る）②にんにく、たま
ねぎもミキサーにかけ細かくする。後は煮
込み、半分位の量になったら、仕上げの材
料を入れ、ハネル感じになれば仕上がりで
す。　シャフツしたビンに熱いうちに詰め、
逆さまにしておく。

リ
ー
の
部
11
組
が
参
加
し
、
熱
戦
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
リ

ー
グ
戦
と
し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
勝
者
チ
ー

ム
で
決
勝
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
八
木
地
区
は
２
チ
ー
ム
を
選
出

し
た
中
の
、
１
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

監
督
の
花
岡
茂
子
さ
ん
は
「
お
い
し
い
肉
、

特
上
カ
ル
ビ
で
祝
杯
を
・
・
・
・
み
ん
な

で
頑
張
り
ま
し
た
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も
新

し
く
な
り
最
高
で
す
。」
と
満
面
の
笑
み

を
浮
べ
チ
ー
ム
全
員
で
勝
利
を
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
れ
も
家
族
の
協
力
と
地
域
の

方
々
の
応
援
、
出
場
に
向
け
て
の
皆
さ
ん

の
努
力
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。
参
加
す

る
こ
と
に
意
義
の
あ
る
地
域
活
動
、
台
風

の
中
で
の
大
会
で
し
た
が
皆
さ
ん
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

田屋チーム 昨年のリベンジ 果たしたよ

アタック！

暑い・暑い がんばれよ

優勝八木、40年ぶり？

力いっぱい打つぞ！

平成23年度　本城地域分館対抗球技大会
　　　　　　　（ソフトバレーボール）結果表

決勝　優　勝　八木2
　　　準優勝　聖南町
　　　３　位　乱橋2八木２

Aブロック
1位　聖南町
2位　乱橋１
3位　八木１

聖南町

Bブロック
1位　八木２
2位　丸山町
3位　田屋　
4位　東条１

八木2

Cブロック
1位　乱橋2
2位　小仁熊
3位　西条　
4位　竹之下

乱橋2

２

参加チーム11組
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さ
か
き
た

四
阿
屋
こ
だ
ま
太
鼓

も
り
の
子
夏
休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル

健
康
づ
く
り
教
室

夏
休
み
、
ラ
ジ
オ
体
操

　
坂
北
体
育
館
に
て
練
習
を
す
る

「
四
阿
屋
こ
だ
ま
太
鼓
」
の
グ
ル
ー

プ
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

　
発
足
20
年
を
越
え
た
会
で
は
、
今

ま
で
村
内
は
も
と
よ
り
村
外
に
も
出

か
け
て
演
奏
を
披
露
し
て
き
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
発
足
当
時
は
32
人
と
多
く
の
会
員

が
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
13
人
。

発
足
当
時
か
ら
の
会
員
３
人
を
含
め

小
中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
参
加
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
半
月
先
に
迫
っ
た
村
祭

り
に
向
け
て
祭
り
太
鼓
の
演
奏
に
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
演
奏
す
る「
祭
り
太
鼓
」は
指
導
者

の
倉
下
み
ど
り
さ
ん
考
案
の
も
の
で
、

練
習
中
に
も
手
を
加
え
て
は
演
奏
曲

を
完
成
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

　
小
中
学
生
の
笛
の
音
か
ら
曲
は
始

ま
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
太
鼓
が
波
の
よ
う

に
流
れ
る
音
を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
村
祭
り

当
日
悪
天

候
の
た
め

屋
外
の
演

奏
は
で
き

ま
せ
ん
で

し
た
が
、

威
勢
の
良

い
か
け
声
と
と
も
に
会
場
い
っ
ぱ
い

に
響
く
太
鼓
の
音
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
会
の
練
習
は
毎
週
日
曜
日
の
夜
に

坂
北
体
育
館
で
行
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
気
軽
に
見
に
き
て
下
さ
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
第
65
回
分
館
対
抗
野
球
大
会
が
８

月
15
日
坂
北
や
す
ら
ぎ
ス
ポ
ー
ツ
広

場
野
球
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
連
日
の
好
天
の
中
、
朝
か
ら
暑
い

日
差
し
の
も
と
、
正
に
熱
い
戦
い
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
チ
ー
ム
の
中
に
は
中
学
生

や
高
校
生
も
沢
山
参
加
し
て
お
り
、

チ
ー
ム
の
先
輩
の
大
人
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
場
面
も
あ
り
、
楽

し
く
元
気
に
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
23
日
、
坂
北
小
学
校
体
育
館

に
て
、
佐
久
平
整
形
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

中
村
崇
先
生
に
よ
る
、
運
動
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
村
先
生
は
、「
ま
ず
は
や
っ
て

み
ま
し
ょ
う
」
と
、
立
っ
て
、
動
く

指
示
を
出
さ
れ
ま
し
た
。
言
わ
れ
た

と
お
り
に
立
っ
て
、
動
い
て
、
座
っ

て
。
体
を
動
か
し
て
か
ら
「
今
の
運

動
は
…
」
と
解
説
し
て
く
だ
さ
る
の

で
、
聞
い
て
い
る
も
の
が
飽
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

笑
い
を
交
え
な
が
ら
、
楽
し
く
話
を

進
め
ら
れ
る
話
術
に
も
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
村
先
生
と

共
に
、
た
く
さ
ん
の
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
の
先
生
が
来
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
実
際
に
体
を
動
か
し
て

い
る
時
に
は
、
体
育
館
を
回
り
、
丁

寧
に
見
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
始
め

は
硬
か
っ
た
体
も
、
徐
々
に
柔
ら
か

く
な
っ
て
く
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
後
半
は
、
各
ス
ポ
ー
ツ
に
別
れ
、

効
果
的
な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
指
導
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ご
自
身
が
ス
ポ

ー
ツ
に
熱
中
し
、
肘
や
肩
を
痛
め
た

経
験
を
お
持
ち
の
先
生
も
お
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
指
導
な
さ
る

の
で
、
と
て
も
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
村
先
生
は
講
義
中
何
度
も
、「
運

動
を
す
る
時
は
、『
早
く
、
正
確
に
、

考
え
て
』
行
い
な
さ
い
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
運
動
を
し
た
最

後
に
は
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
よ
う

な
「
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
っ
か
り
行
い

ま
し
ょ
う
」
と
も
。

　
運
動
は
、
ど
の
よ
う
に
行
う
こ
と

が
有
効
で
、
そ
の
後
の
ス
ト
レ
ッ
チ

が
、
体
の
良
い
状
態
を
保
つ
た
め
に

重
要
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
中
村
先
生
は
じ
め
、
指

導
し
て
下
さ
っ
た
諸
先
生
方
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
７
月
28
日
金
曜
日
、
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
み
に
し
て
い
た
夏
休
み
が
始

ま
り
ま
し
た
。
昭
和
町
で
は
、
７
月

28
日
か
ら
、
８
月
12
日
ま
で
の
平
日

の
朝
６
時
30
分
か
ら
、
坂
北
駅
前
広

場
で
、
ラ
ジ
オ
の
放
送
に
合
わ
せ
、

ラ
ジ
オ
体
操
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　

　
小
学
校
児
童
に
交
じ
り
、
保
育
園

児
も
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
園

児
た
ち
は
、
始
め
、
普
段
あ
ま
り
行

わ
な
い
ラ
ジ
オ
体
操
に
戸
惑
い
が
ち

で
し
た
。
で
も
、
地
区
長
さ
ん
た
ち

の
動
き
を
見
な
が
ら
、
手
ま
ね
足
ま

ね
で
、
毎
日
体
操
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
最
終
日
の
12
日
に
は
、
ラ
ジ
オ

の
声
に
合
わ
せ
、
大
き
く
体
を
動
か

し
て
、
体
操
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
ま
た
、
ラ
ジ
オ
体

操
カ
ー
ド
に
、
か
わ
い
い
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
も
ら
う
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
地
区
長
さ
ん
た
ち
が
用

意
し
て
く
れ
た
シ
ー
ル
で
し
た
。
カ

ー
ド
に
貯
ま
っ
た
た
く
さ
ん
の
シ
ー

ル
が
、
早
起
き
の
証
で
し
た
。
そ
し

て
、
最
終
日
に
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
に

来
た
ご
ほ
う
び
に
、
お
菓
子
を
も
ら

い
、
う
れ
し
そ
う
に
帰
っ
て
行
き
ま

し
た
。
夏
休
み
も
残
り
半
分
。
た
く

さ
ん
の
良
い
思
い
出
を
作
っ
て
、
元

気
に
成
長
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し

た
。

　
応
援
席
で
は
、
帰
省
し
た
旧
友
と

再
会
し
懐
か
し
い
会
話
を
す
る
と
と

も
に
、
地
元
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
声

で
と
て
も
賑
や
か
で
し
た
。

優
　
勝
　
　
中
　
村
分
館

準
優
勝
　
　
昭
和
町
分
館

三
　
位
　
　
竹
　
場
分
館

　
　
　
　
　
青
　
柳
分
館

　
８
月
８
日
（
月
）
筑
北
村
図
書
館

を
会
場
と
し
て
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー

プ
も
り
の
子
お
話
の
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
「
も
り
の
子
お
話
の
会
夏
休
み

ス
ペ
シ
ャ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
40
名

程
の
子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
絵
本
や
大
型
絵
本
、
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ
を
行
い
、
絵
本
の
「
お
じ

い
ち
ゃ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
を
読

ん
で
い
る
時
は
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
ひ
い
ひ
い
ひ
い
・
・
・
」
と
言
う

と
子
ど
も
た
ち
も
「
ひ
い
ひ
い
・・
」

と
口
ず
さ
む
場
面
も
あ
り
真
剣
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
暑
い

夏
な
の
で
手
づ
く
り
団
扇
を
工
作
し

涼
し
い
風
を
送
り
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

全員の息もピッタリ！
分
館
対
抗
野
球
大
会

よし、
打つぞ

！よし、補るぞ！
いけ、ホームラン！

「おじいちゃんの　　
　ひぃひぃひぃ…」

　
館
報
第
35
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
稲
の
穂
も
実
り
、
収
穫
の
秋
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
、

原
発
問
題
が
今
だ
解
決
せ
ず
、
収
穫

さ
れ
る
米
や
野
菜
・
果
物
に
も
放
射

能
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
先
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
長
期

的
な
視
野
で
、
今
後
の
私
た
ち
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。 

　
　  

笑
む

館
報
編
集
後
記

ラジオ体操第一　いち！に！さん！

早く、正確に、考えて
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図書館からのお知らせ♪
夏も終わり、朝晩が涼しくなり過ごしやすくなってきました。秋といえば、食欲の秋、運
動の秋、芸術の秋・・・そして読書の秋ですね。衣替えしていく山々を眺めながら のんびり
と読書はいかがでしょうか。

◆□◆ 移動本についての紹介 ◆□◆
筑北村図書館と本城図書室の間で書籍の移動を行い、本の閲覧、貸し出しを行っています。
貸出し・返却は、移動先の図書館で行なっていますので、「他の図書館の本も読みたいけど、
遠いなぁ・・・。」なんて思っている方、どうぞご利用ください。

祝 

新
成
人
の
み
な
さ
ん
か
ら

　
　
筑
北
村
へ
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

＊
筑
北
村
が
大
好
き
！
地
元
が
大
好
き
！

＊
幼
馴
染
、
友
達
の
い
る
地
元
が
好
き
。

＊
緑
が
い
っ
ぱ
い
で
素
敵
な
村
、
落
ち
着
き
ま
す
。

こ
ん
な
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

＊
地
元
の
た
め
に
何
か
し
た
い
！

＊
少
子
化
を
止
め
た
い
！

＊
村
の
歴
史
を
活
か
し
人
を
呼
び
た
い
！

こ
ん
な
や
さ
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

＊
若
い
人
と
お
年
寄
り
が
触
れ
合
う
機
会
を
も
っ
と
。

＊
過
去
の
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
を
復
活
し
て
ほ
し
い
。

＊
村
を
離
れ
て
み
て
村
の
良
さ
を
知
り
ま
し
た
。

＊
大
切
な
ふ
る
さ
と
で
す
。

新
成
人
の
み
な
さ
ん
か
ら

『 

成
人
式
を
催
し
て
く
だ
さ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

』

★★★★★★★《新刊本の紹介》★★★★★★★
【 絵本 】
★ リサとガスパールシリーズ　全 10冊  作：アン・グットマン
☆ 水曜日の本屋さん 　    作：シルヴィ・ネーマン　
★ どうぶつサーカスはじまるよ   作：西村 敏雄
☆ いもむしれっしゃ   　　  作・絵：にしはら みのり
★ じごくのラーメンや        作：苅田 澄子　
☆ がまんのケーキ     作・絵：かがくいひろし
★ モグシリーズ　４冊           作：ジュディス・カー　
☆ デイビットシリーズ　２冊          作：デイビッド・シャノンさく　 
★ うそつきのつき     作：内田 麟太郎　　
☆ ダレ・ダレ・ダレダ   　　 作：越野 民雄　
★ こぐまちゃんとボール    作：わかやま　けん
☆ もっとおおきなたいほうを          作：二見 正直
★ デイジーシリーズ　全４冊          作：ケス・グレイ　
☆ 五味太郎　十二支絵本　全１２冊  作：五味 太郎
 

【 一般図書 】
★ シューマンの指     作：奥泉 光
☆ 悪名の棺             作：工藤 美代子
★ マボロシの鳥            作：太田 光
☆ 叫びと祈り             作：梓崎 優
★ ペンギン・ハイウェイ    作：森見 登美彦
☆ 三十光年の星たち　上・下          作：宮本 輝
★ カササギたちの四季           作：道尾 秀介
☆ 一期一会　一生の友だち    作：粟生 こずえ　
★ ＬＯＣＫＥＲ     作：小野寺 史宜
☆ ゆれる      作：西川 美和
★ 孤立死      作：吉田 太一

【 実用書 】
★ ケーク・サレ     作：八田 真樹
☆ すこやかこころ育て    作：菊地 政隆

【 コミックス 】
★ ＯＮＥ－ＰＩＥＣＥ６３巻　★ 君に届け 11巻　★ 岳 14 巻他

▲▲▲ この他にもたくさんの新刊本が入っていますのでどうぞお出かけください。▲▲▲

おめでとう！


